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だ
ん 

じ
り 

７
月
２３
日

・
２４
日

の
両
日
、

両
日
、「
尾
張
津

尾
張
津

島
天
王
祭

島
天
王
祭
」
が
天
王
川
公
園

天
王
川
公
園
を
中
心
中
心
に
盛
大
盛
大

に
行
わ
れ
ま
す
。 

津
島
神
社

津
島
神
社
の
祭
礼
祭
礼
と
し
て
６
０
０
年
近
く

年
近
く

続
く
続
く
こ
の
祭
り
は
、大
阪
天
満
宮

大
阪
天
満
宮
の
天
神
祭
、

天
神
祭
、

広
島
厳
島
神
社

広
島
厳
島
神
社
の
管
絃
祭

管
絃
祭
と
並
び
日
本
日
本
三
大

川
祭
川
祭
り
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、尾
張
津
島
天

尾
張
津
島
天

王
祭
王
祭
の
車
楽
舟
行
事

車
楽
舟
行
事
が
国
の
重
要
無
形
民
俗

重
要
無
形
民
俗

文
化
財

文
化
財（
昭
和

（
昭
和
５５
年
）に
、車
楽
車
楽
が
県
の
有
形
民

有
形
民

俗
文
化
財

俗
文
化
財（
昭
和

（
昭
和
５９
年
）に
指
定
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、文
化
庁

文
化
庁
よ
り
、ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

無
形
文
化

遺
産
登
録

遺
産
登
録
に
向
け
た
提
案
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
山
・
鉾
・

屋
台
行
事
※

屋
台
行
事
※
」
３３
件
の
祭
礼
行
事

祭
礼
行
事
の
一
つ
と

し
て
も
、登
録
登
録
の
可
否
可
否
に
関
す
る
審
議
審
議
が
行

わ
れ
る
今
秋
、

今
秋
、登
録
決
定

登
録
決
定
の
吉
報
吉
報
が
届
く
届
く
こ

と
を
心
待
心
待
ち
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

※
地
域
社
会

※
地
域
社
会
の
安
泰
安
泰
や
災
厄
防
除

災
厄
防
除
を
願
い
、

地
域
地
域
の
人
々
が
一
体
と
な
り
執
り
行
う
「
山
・

鉾
・
屋
台
屋
台
」の
巡
行
巡
行
を
中
心
中
心
と
し
た
祭
礼
行
事

祭
礼
行
事
。 

   「
津
島
祭

津
島
祭
」「
天
王
祭

天
王
祭
」「
提
灯
祭

提
灯
祭
」「
船
祭
船
祭
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
呼
び
方
が
さ
れ
る
尾
張
津

尾
張
津

島
天
王
祭

島
天
王
祭
の
は
じ
ま
り
は
室
町
時
代
末
期
、

室
町
時
代
末
期
、

津
島
津
島
を
分
断
分
断
す
る
よ
う
に
北
か
ら
南
へ
流
れ

て
い
た
天
王
川

天
王
川
を
中
心
中
心
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
丸
池

現
在
丸
池
と
な
っ
て
い
る
天
王
川

天
王
川
は
、木
曽
木
曽

川
の
分
流
分
流
・
佐
屋
川

佐
屋
川
の
支
流
支
流
で
、天
明
天
明
５
年（
１

７
８
５
）に
上
流
上
流
か
ら
の
土
砂
土
砂
の
堆
積
堆
積
で
川
口

が
ふ
さ
が
れ
、明
治
明
治
３４
年（
１
９
０
１
）に
は
佐

屋
川
屋
川
の
締
切
締
切
り
工
事
が
完
了
完
了
し
現
在
現
在
の
よ
う

な
池
に
な
り
ま
し
た
。 

祭
の
由
来
由
来
に
は
諸
説
諸
説
あ
り
、南
北
朝
時
代

南
北
朝
時
代

津
島
津
島
に
逃
れ
て
き
た
良
王
親
王

良
王
親
王（
後
醍
醐
天

（
後
醍
醐
天

王
の
曽
孫
曽
孫
）を
守
る
津
島
津
島
の
十
一
党（
四
家
七
家
七

名
字
名
字
）の
武
士
武
士
が
、北
朝
方

北
朝
方
の
武
士
武
士
を
船
遊
船
遊
び

に
誘
い
出
し
て
討
ち
取
っ
た
と
い
う
説
、
説
、津
島
津
島

神
社
神
社
の「
神
葭
流

神
葭
流
し
」の
神
事
神
事
を
も
と
に
し
た

説
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
起
源
起
源
は
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
夏
の
酷
暑
酷
暑
を
無
事
無
事
に
過
ご

そ
う
と
祈
念
祈
念
す
る
私
た
ち
の
祖
先
祖
先
が
、疫
病
疫
病

除
け
を
神
に
祈
る
古
い
信
仰
信
仰
か
ら
、民
衆
民
衆
の

ま
つ
り
と
な
っ
て
発
展
発
展
し
て
き
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 
３
カ
月
に
わ
た
る
大
祭
大
祭
「
天
王
祭

天
王
祭
」 

陰
暦
陰
暦
６
月
１４
日（
宵
祭

（
宵
祭
）、翌
１５
日（
朝
祭

（
朝
祭
）

を
中
心
中
心
と
し
て
３
カ
月
間
月
間
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、昭
和
昭
和
３８
年
か
ら
７
月
第
月
第
４

土
曜
日
、

土
曜
日
、翌
日
曜
日

翌
日
曜
日
を
中
心
中
心
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
７
月
２３
日

・
２４
日

の
両
日
、「
尾
張
津

島
天
王
祭
」
が
天
王
川
公
園
を
中
心
に
盛
大

に
行
わ
れ
ま
す
。 

津
島
神
社
の
祭
礼
と
し
て
６
０
０
年
近
く

続
く
こ
の
祭
り
は
、大
阪
天
満
宮
の
天
神
祭
、

広
島
厳
島
神
社
の
管
絃
祭
と
並
び
日
本
三
大

川
祭
り
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、尾
張
津
島
天

王
祭
の
車
楽
舟
行
事
が
国
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財（
昭
和
５５
年
）に
、車
楽
が
県
の
有
形
民

俗
文
化
財（
昭
和
５９
年
）に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、文
化
庁
よ
り
、ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
登
録
に
向
け
た
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
山
・
鉾
・

屋
台
行
事
※
」
３３
件
の
祭
礼
行
事
の
一
つ
と

し
て
も
、登
録
の
可
否
に
関
す
る
審
議
が
行

わ
れ
る
今
秋
、登
録
決
定
の
吉
報
が
届
く
こ

と
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

※
地
域
社
会
の
安
泰
や
災
厄
防
除
を
願
い
、

地
域
の
人
々
が
一
体
と
な
り
執
り
行
う
「
山
・

鉾
・
屋
台
」の
巡
行
を
中
心
と
し
た
祭
礼
行
事
。 

   「
津
島
祭
」「
天
王
祭
」「
提
灯
祭
」「
船
祭
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
呼
び
方
が
さ
れ
る
尾
張
津

島
天
王
祭
の
は
じ
ま
り
は
室
町
時
代
末
期
、

津
島
を
分
断
す
る
よ
う
に
北
か
ら
南
へ
流
れ

て
い
た
天
王
川
を
中
心
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
丸
池
と
な
っ
て
い
る
天
王
川
は
、木
曽

川
の
分
流
・
佐
屋
川
の
支
流
で
、天
明
５
年（
１

７
８
５
）に
上
流
か
ら
の
土
砂
の
堆
積
で
川
口

が
ふ
さ
が
れ
、明
治
３４
年（
１
９
０
１
）に
は
佐

屋
川
の
締
切
り
工
事
が
完
了
し
現
在
の
よ
う

な
池
に
な
り
ま
し
た
。 

祭
の
由
来
に
は
諸
説
あ
り
、南
北
朝
時
代

津
島
に
逃
れ
て
き
た
良
王
親
王（
後
醍
醐
天

王
の
曽
孫
）を
守
る
津
島
の
十
一
党（
四
家
七

名
字
）の
武
士
が
、北
朝
方
の
武
士
を
船
遊
び

に
誘
い
出
し
て
討
ち
取
っ
た
と
い
う
説
、津
島

神
社
の「
神
葭
流
し
」の
神
事
を
も
と
に
し
た

説
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
起
源
は
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
夏
の
酷
暑
を
無
事
に
過
ご

そ
う
と
祈
念
す
る
私
た
ち
の
祖
先
が
、疫
病

除
け
を
神
に
祈
る
古
い
信
仰
か
ら
、民
衆
の

ま
つ
り
と
な
っ
て
発
展
し
て
き
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 
３
カ
月
に
わ
た
る
大
祭
「
天
王
祭
」 

陰
暦
６
月
１４
日（
宵
祭
）、翌
１５
日（
朝
祭
）

を
中
心
と
し
て
３
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、昭
和
３８
年
か
ら
７
月
第
４

土
曜
日
、翌
日
曜
日
を
中
心
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

天
王
祭
の
変
遷
 

３
カ
月
に
わ
た
る
大
祭
「
天
王
祭
」
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よ
し 

だ
ん 

じ
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７
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天
王
祭
と
い
う
と
、宵
祭
と
朝
祭
を
思
い

浮
か
べ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、天
王
祭

全
体
の
中
で
の
一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。 

天
王
祭
の
祭
事
は
、①
津
島
神
社
行
事
、②

市
江
車
行
事
、③
津
島
車
行
事
の
３
つ
の
祭

事
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。 

①
の
津
島
神
社
行
事
は
、神
葭
神
事
を
中

心
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
神
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

１
年
間
本
殿
内
に
奉
っ
た
神
葭
に
人
の
罪
や

穢
れ
を
託
し
流
す
「
神
送
り
」
と
、新
し
い
神

葭
を
迎
え
奉
る
「
神
迎
え
」
を
行
い
神
威
の

高
揚
を
図
る
神
事
で
す
。 

②
の
市
江
車
行
事
と
③
の
津
島
車
行
事
で

は
、宵
祭
や
朝
祭
に
向
け
て
斎
竹
立
な
ど
の

行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。 

津
島
車
で
は
宵
祭
の
前
夜
、稚
児
打
廻
が

行
わ
れ
、正
装
し
た
稚
児
行
列
は
、露
払
い
を

先
頭
に
車
屋
を
出
発
し
、車
河
戸
で
船
上
奏

楽
の
後
、５
人
の
稚
児
が
神
社
の
拝
殿
前
で

３
周
ず
つ
打
ち
廻
し
を
行
い
、稚
児
奉
仕
の

奉
告
と
祭
の
無
事
を
祈
り
、翌
日
の
宵
祭
に

備
え
ま
す
。 

 

幻
想
的
な
宵
祭 

２３
日
に
行
わ
れ
る
宵
祭
は
、津
島
五
車
の

ま
き
わ
ら
舟
の
屋
形
中
央
高
く
に
真
柱
を
立

て
、一
年
の
月
数
、そ
の
下
に
半
球
状
に
一
年

の
日
数
、正
面
に
ひ
と
月
の
日
数
の
提
灯
や

絹
灯
篭
な
ど
、一
時
間
半
か
け
て
約
５
０
０

個
の
提
灯
を
飾
り
ま
す
。
５
艘
の
舟
は
津
島

楽
を
奏
で
な
が
ら
、車
河
戸
か
ら
松
林
越
し

に
提
灯
の
灯
り
を
見
え
隠
れ
さ
せ
、ゆ
っ
く
り

と
丸
池
に
姿
を
現
し
ま
す
。
ゆ
ら
ゆ
ら
と
川

面
に
伝
統
の
灯
を
映
し
な
が
ら
、御
旅
所
ま

で
５
艘
が
並
び
漕
ぎ
わ
た
る
様
は
、幻
想
的

で
す
。
御
旅
所
に
着
岸
す
る
と
各
車
の
車
屋

役
は
、津
島
神
社
か
ら
移
さ
れ
た
神
輿
に
礼

拝
し
た
後
、車
河
戸
へ
戻
り
、提
灯
を
下
ろ
し

朝
祭
の
準
備
を
深
夜
ま
で
か
け
、宵
祭
は
終

了
し
ま
す
。 
 

絢
爛
豪
華
な
朝
祭 

翌
２４
日
の
朝
祭
は
、宵
祭
か
ら
が
ら
り
と

模
様
替
え
し
た
津
島
五
車
の
車
楽
舟
が
、旧

市
江
村
（
現
在
の
愛
西
市
）の
市
江
車
を
先

頭
に
計
６
艘
と
な
っ
て
登
場
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
屋
台
上
に
能
の
五
番
組
の
出
し
物
を
模

し
た
能
人
形
の
「
置
物
」
を
乗
せ
、楽
を
奏
で

な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
進
み
漕
ぐ
様
は
絢
爛
豪

華
で
す
。 

中
之
島
付
近
に
漕
ぎ
進
む
と
、市
江
車
か

ら
布
鉾
を
持
っ
た
未
婚
の
男
性
１０
人
の
鉾
持

が
、水
し
ぶ
き
を
あ
げ
な
が
ら
次
々
に
池
に

飛
び
込
み
、御
旅
所
ま
で
泳
ぎ
渡
り
ま
す
。
御

旅
所
の
神
輿
に
拝
礼
し
、津
島
神
社
ま
で
神

輿
還
御
の
先
祓
い
と
し
て
走
り
、拝
殿
前
に

布
鉾
を
奉
納
し
ま
す
。 

奉
納
さ
れ
た
布
鉾
か
ら
滴
る
水
を
患
部
に

塗
る
と
、た
ち
ま
ち
癒
え
る
と
の
言
い
伝
え

が
あ
り
、今
で
も
多
く
の
方
が
集
ま
り
ま
す
。 

御
旅
所
に
着
岸
し
た
６
艘
の
車
楽
舟
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
稚
児
を
中
心
に
下
船
し
、御
旅
所

に
詣
で
た
後
、津
島
神
社
本
殿
ま
で
還
御
す

る
神
輿
と
共
に
行
列
す
る
様
は
、優
雅
な
絵

巻
物
の
様
で
す
。 

到
着
後
、拝
殿
に
お
い
て
神
前
神
楽
奉
納

と
稚
児
盃
事
が
行
わ
れ
、朝
祭
は
幕
を
閉
じ

ま
す
。 

幻
想
的
な
宵
祭
 

絢
爛
豪
華
な
朝
祭
 

▲池に飛び込む鉾持 ▲５艘のまきわら舟 

▲御輿還御 

▲稚児奏楽 

み
　
よ
し 

い
み  

だ
け  

た
て 

け
が 

く
る
ま
こ
う  

ど 

ま   

ば
し
ら 

ち     

ご    

う
ち
ま
わ
し 
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日
時
　
７
月
２３
日

 
　
午
後
５
時
〜
７
時
３０
分（
小
雨
決
行
） 

場
所
　
天
王
通
り
２
〜
５
丁
目 

内
容
　
献
灯
提
灯
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
た
天
王
通
り
で
、３
つ
の

イ
ベ
ン
ト
会
場
を
設
け
ま
す
。 

　
和
の
し
ら
べ
や
洋
楽
・
ダ
ン
ス
な
ど

で
尾
張
津
島
天
王
祭
の
会
場
ま
で

の
お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。 

・
和
太
鼓
、ダ
ン
ス
、琴 

・
韓
国
民
族
芸
能
サ
ム
ル
ノ
リ
、沖

縄
エ
イ
サ
ー
な
ど 

参
加
費
　
無
料 

主
催
　
津
島
市
観
光
協
会 

共
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
津
島
、

津
島
商
工
会
議
所
、西
尾
張
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、

津
島
神
社 

後
援
　
市
・
市
教
育
委
員
会 

問
合
　
津
島
商
工
会
議
所 

　
　
　
1
２８
ー

２
８
０
０ 

 

   

祭
の
開
催
に
伴
い
、会
場
周
辺
の
交

通
抑
制
を
行
い
ま
す
。 

車
両
の
通
行
が
で
き
な
く
な
る
時
間 

　
７
月
２３
日

　
午
後
６
時
〜
１０
時
３０

分 車
両
通
行
抑
制
協
力
区
域
は
、天
王

川
公
園
を
中
心
に
広
範
囲
に
及
び
ま
す
。

ま
た
、津
島
高
等
学
校
で
の
打
ち
上
げ

花
火
実
施
に
伴
う
抑
制
も
行
わ
れ
ま
す

の
で
、詳
し
く
は
「
尾
張
津
島
天
王
祭
」

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

※
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
実
施
の
た
め
天
王
通

り
２
〜
５
丁
目
は
午
後
５
時
か
ら
抑

制 
 

居
住
等
証
明
書
に
つ
い
て 

帰
宅
等
が
ど
う
し
て
も
抑
制
時
間
に

か
か
る
場
合
に
は
、前
も
っ
て
左
記
ま
で

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
証
明
書
を
お
渡

し
し
ま
す
。 

な
お
、届
け
出
に
は
住
所
、氏
名
（
使

用
者
）、登
録
番
号（
ナ
ン
バ
ー
）を
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

閉
庁
時
に
つ
い
て
は
、市
役
所
の
宿
直

に
て
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

届
出
・
問
合
　
産
業
振
興
課
観
光
・
商
工

Ｇ（
市
役
所
４
階
）
内
線
２
４
５
１
・

２
４
５
２ 

   日
時
　
７
月
２３
日

午
後
９
時
ま
で
受

付
 

場
所
　
重
要
文
化
財
　
堀
田
家
住
宅
 

内
容
　
堀
田
家
住
宅
の
開
館
時
間
を
延

長
し
ま
す
。
尾
張
津
島
天
王
祭（
宵
祭
）

と
と
も
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

入
場
料（
堀
田
家
観
覧
料
） 

　
一
般
３
０
０
円
、小
中
学
生
１
０
０

円
　
 

問
合
　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
G
 

　
　
内
線
２
２
８
３
 

８／２７ 

８／２０ 

８／１３ 

８／６ 

７／３０ 

７／２３ 

７／１６ 

７／９ 

土 

・地域の歴史に親し
む講座「描かれた
天王祭」 

・真夏の夜のこわ～
いおはなし会 

・尾張津島天王祭（宵祭） 
・夏の星空教室 
・手作り天体望遠鏡
教室 

・親子ふれあい陶芸体験（２班） 
・夏のダンボール工作会 
・昆虫の切り紙講座 
・おばけやしき 

・昆虫展 

・おいまつシネマ 

・親子ふれあい陶芸
体験（１・２班合同） 
・わくわく工作教室 

・親子ふれあい陶芸
体験（１・２班合同） 

第
４
回
尾
張
津
島
天
王
祭
 

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
 

「
尾
張
津
島
天
王
祭
」
の
交
通
 

抑
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

車
両
の
通
行
が
で
き
な
く
な
る
時
間 

居
住
等
証
明
書
に
つ
い
て 

市
内
の
移
動
は
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
を
 

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

市
で
は
、ふ
れ
あ
い
バ
ス（
市
巡
回
バ
ス
）を
運
行

し
て
い
ま
す
。
 

市
内
４
コ
ー
ス
を
１
乗
車
１
０
０
円（
た
だ
し
、

小
学
生
以
下
は
無
料
）で
、ど
な
た
で
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

コ
ー
ス
概
要
 

Ａ
コ
ー
ス（
公
共
施
設
巡
回
コ
ー
ス
） 

　
運
行
…
月
〜
土
、１
日
６
便
 

Ｂ
コ
ー
ス（
神
島
田
コ
ー
ス
） 

　
運
行
…
月
〜
土
、１
日
４
便
 

Ｃ
コ
ー
ス（
神
守
北
回
り
コ
ー
ス
） 

 
運
行
…
月
〜
土
、１
日
４
便
 

Ｄ
コ
ー
ス（
神
守
南
回
り
コ
ー
ス
） 

 
運
行
…
月
〜
土
、１
日
４
便
 

※
詳
し
く
は
、ふ
れ
あ
い
バ
ス
時
刻
表
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

※
月
〜
土
曜
日
の
う
ち
、祝
日
も
運
行
し
ま
す
。
 

ふ
れ
あ
い
バ
ス
時
刻
表
設
置
場
所
 

市
役
所
、神
守
支
所
、神
島
田
連
絡
所
、文
化
会

館
、総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、市
民
病
院
、児

童
科
学
館
、市
立
図
書
館
、老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

わ
ざ
・
語
り
・
伝
承
の
館
、津
島
総
合
案
内
所（
名

鉄
津
島
駅
構
内
）、市
情
報
コ
ー
ナ
ー（
ヨ
シ
ヅ

ヤ
本
店
内
） 

問
合
　
企
画
政
策
課
行
政
経
営
Ｇ
 

　
　
　
内
線
２
３
３
２
 

 コ
ー
ス
概
要 

ふ
れ
あ
い
バ
ス
時
刻
表
設
置
場
所 

堀
田
家
住
宅
の
公
開
時
間
延
長
 

（
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
）の
お
知
ら
せ
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８／３１ ８／３０ ８／２９ ８／２８ 

８／２４ ８／２３ ８／２２ ８／２１ 

８／１７ ８／１６ ８／１５ ８／１４ 

８／１０ ８／９ ８／８ ８／７ 

８／３ ８／２ ８／１ ７／３１ 

７／２７ ７／２６ ７／２５ ７／２４ 

７／２０ ７／１９ ７／１８ ７／１７ 

７／１３ ７／１２ ７／１１ ７／１０ 

７／６ 

８／２５ 

８／１８ 

８／１１ 

８／４ 

７／２８ 

７／２１ 

７／１４ 

７／７ 

８／２６ 

８／１９ 

８／１２ 

８／５ 

７／２９ 

７／２２ 

７／１５ 

７／８ ７／５ ７／４ ７／３ 

水 木 金 火 月 日 

夏休み 
　　イベントカレンダー 

・ラジオ体操 

・一日図書館員 

・おいまつシネマ 
・おやこdeアニメ 

・夏休み児童書道教
室④ 

・一日図書館員 

・おやこdeアニメ 

・夏休み児童書道教
室③ 

・一日図書館員 
 
・夏休み児童書道教
室⑦ 

・夏休み児童造形教
室③ 
 
・おやこdeアニメ 

・夏休み児童書道教
室② 
・親子ふれあい陶芸
体験（１班） 

・一日図書館員 
 
・夏休み児童書道教
室⑥ 

・夏休み児童造形教
室② 
・おいまつシネマ 
・おやこdeアニメ 

・夏休み児童書道教室① 
・親子ふれあい陶芸体験（1班） 
・夏休み親子下水道教室 

・尾張津島天王祭 
　（朝祭） 

・一日図書館員 
 
・夏休み児童書道教
室⑤ 

・夏休み児童造形教
室① 

・親子ふれあい陶芸
体験（２班） 

・中央公民館夏休み
親子パン教室 
・朗読会『忘れない
で…あの日』 
・昆虫展 

・大人のための映画
会 

ラジオ体操 

児
童
科
学
館
教
室
 

   

日
時
　
７
月
２３
日

　 

　
　
　
午
後
７
時
〜
８
時
３０
分 

場
所
　
児
童
科
学
館 

内
容
　
夏
の
星
座
の
解
説
を
聞
き
、惑
星
や

星
座
を
実
際
に
観
察
し
ま
す
。 

対
象
　
小
学
生
以
上（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
） 

定
員
　
６０
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
） 

参
加
費
　
無
料 

問
合
　
児
童
科
学
館
　
1
２４
ー

８
７
４
３ 

      

日
時
　
７
月
２３
日

 

　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時 

場
所
　
児
童
科
学
館 

内
容
　
本
格
的
な
天
体
望
遠
鏡
を
作
成
し
ま

す
。 

対
象
　
小
学
生
以
上（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
） 

定
員
　
６
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
） 

参
加
費
　
材
料
費
５
千
円 

持
ち
物
　
金
づ
ち
、プ
ラ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー 

①
・
②
の
ど
ち
ら
の
教
室
も 

申
込
　
７
月
８
日

〜
２２
日

、午
前
９
時

〜
午
後
５
時（
月
曜
日
は
除
く
）に
電
話
ま

た
は
直
接
児
童
科
学
館
へ 

問
合
　
児
童
科
学
館
　
1
２４
ー

８
７
４
３ 

①
夏
の
星
空
教
室 

※イベントの詳細については、下記または
次ページをご覧ください。 
※８月の一部のイベントについては、市政の
ひろば８月号に詳細を掲載します。 

②
手
作
り
天
体
望
遠
鏡
教
室 
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夏
休
み
親
子
下
水
道
教
室
 

夏
休
み
児
童
書
道
教
室
 

親
子
ふ
れ
あ
い
陶
芸
体
験
 

中
央
公
民
館
夏
休
み
親
子
パ
ン
教
室
 

夏
休
み
児
童
造
形
教
室
 

  
日
時
　
７
月
２１
日

〜
３０
日

（
雨
天
中
止
） 

　
　
　
午
前
６
時
２５
分
〜
４０
分 

　
　
　（
２４
日
は
除
く
） 

場
所
　
天
王
川
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ
前 

内
容
　
み
ん
な
の
体
操
と
ラ
ジ
オ
体
操
第
１
、

第
２ 

指
導
者
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員 

主
催
　
市
教
育
委
員
会 

問
合
　
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
８
５ 

         

日
時  

７
月
２５
日

　
午
前
１０
時
〜
正
午
・
午

後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

場
所
　
日
光
川
下
流
浄
化
セ
ン
タ
ー（
弥
富

市
上
野
町
２
ー

２８
） 

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者 

定
員
　
各
３０
人(

定
員
に
な
り
次
第
締
切) 

内
容
　
・
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
見
学 

　
　
　
・
微
生
物
を
見
つ
け
よ
う 

　
　
　
・
水
と
親
し
も
う 

そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装･

運
動
靴
、タ
オ

ル
持
参 

参
加
費
　
無
料 

申
込
　
７
月
１
日

〜
２０
日

の
午
前
１０
時

〜
午
後
４
時
に
電
話
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

（
土
、日
曜
・
祝
日
は
除
く
） 

問
合
　
日
光
川
下
流
浄
化
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
1
６８
ー

６
１
６
２ 

   

日
時
　
７
月
２５
日

〜
２８
日

、８
月
１
日

〜
３
日

（
全
７
回
） 

　
Ａ
コ
ー
ス
　
午
前
９
時
〜
１０
時 

　
Ｂ
コ
ー
ス
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分 

場
所
　
南
文
化
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
毛
筆
が
基
本
で
す
が
、１
・
２
年
生
は

硬
筆
も
選
択
で
き
ま
す 

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生 

定
員
　
各
コ
ー
ス
２０
人（
定
員
を
超
え
た
場

合
、抽
選
） 

受
講
料
　
無
料 

申
込
　
７
月
９
日

〜
１１
日

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
に
直
接
左
記
へ 

問
合
　
南
文
化
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
1
２４
ー

６
１
６
１ 
    

日
時
　
８
月
８
日

〜
１０
日

（
全
３
回
） 

　
　
　
午
前
１０
時
〜
正
午
　 

場
所
　
南
文
化
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
３
回
で
３
作
品
を
作
成
し
ま
す 

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生（
た
だ
し
、３
日

間
通
し
て
受
講
で
き
る
方
） 

定
員
　
２０
人（
定
員
を
超
え
た
場
合
、抽
選
） 

受
講
料
　
無
料（
た
だ
し
、教
材
費
４
０
０
円

徴
収
） 

申
込
　
７
月
９
日

〜
１１
日

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
に
直
接
左
記
へ 

問
合
　
南
文
化
セ
ン
タ
ー
　
1
２４
ー

６
１
６
１ 

   

日
時
　
８
月
７
日

　 

　
　
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
０
時
３０
分 

場
所
　
中
央
公
民
館 

内
容
　
動
物
ち
ぎ
り
パ
ン
＆
お
に
ぎ
り
パ
ン

の
２
種
類
を
焼
き
ま
す
。 

受
講
料
　
８
９
０
円
（
教
材
費
５
０
０
円
を

含
む
） 

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者 

定
員
　
１０
組 

申
込
　
７
月
１６
日

午
前
８
時
４５
分
〜
９
時

に
中
央
公
民
館
へ 

受
付
開
始
時
間
　
午
前
９
時 

・
受
付
開
始
時
点
に
お
い
て
定
員
を
超
え
た

場
合
は
即
時
抽
選
。 

・
受
付
当
日
、定
員
に
達
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

受
付
日
以
降
も
受
け
付
け
ま
す（
定
員
に

な
り
次
第
終
了
）。 

問
合
　
中
央
公
民
館
　
1
２６
ー

２
８
２
８ 

         

  

日
時
・
内
容
　
左
表
の
と
お
り 

場
所
　
わ
ざ
・
語
り
・
伝
承
の
館 

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生（
３
年
生
以
上
）

と
そ
の
保
護
者 

定
員
　
１
班
・
２
班
各
５
組
ず
つ（
定
員
を
超

え
た
場
合
、抽
選
） 

材
料
費
　
１
組
１
５
０
０
円（
４
日
間
分
） 

指
導
　
陶
芸
ク
ラ
ブ（
津
島
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
） 

申
込
　
７
月
１
日

か
ら
電
話（
た
だ
し
、月

〜
木
曜
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
）ま
た
は

直
接
左
記
へ 

問
合
　
わ
ざ
・
語
り
・
伝
承
の
館 

　
　
　
1
２８
ー

５
３
１
１ 

１班 

２班 

１･２班合同 

１･２班合同 

日　程 

７月２５日 ・ 
２６日  
 午後１時～４時 作品の制作 

７月３０日 ・ 
３１日

８月２０日 午後１時３０分～３時 
 

作品の絵付け 

８月２７日 午後２時～３時 
 

作品の完成･ 
交流会 

時　間 内　容 

ラ
ジ
オ
体
操
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夏
の
暑
さ
を
ゾ
ッ
と
涼
し
く
し
ま
せ
ん
か
。 

日
時
　
７
月
３０
日

・
３１
日

 

　
　
　
午
前
１０
時
〜
正
午 

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時 

場
所
　
中
央
児
童
館 

申
込
　
不
要（
当
日
受
付
） 

主
催
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
若
竹
、 

　
津
島
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
「
飛
鳥
」 

問
合
　
中
央
児
童
館
　
1
２６
ー

３
５
４
０ 

  

市
立
図
書
館
は
、７
月
・
８
月
の
２
カ
月
間

開
館
時
間
を
午
後
７
時
ま
で
１
時
間
延
長
し

ま
す
。 

な
お
、９
月
か
ら
は
通
常
通
り
午
後
６
時

に
閉
館
し
ま
す
の
で
、お
間
違
え
の
な
い
よ
う

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

開
館
時
間
　 

　
７
・
８
月
　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時 

　
９
月
〜
　 

午
前
９
時
〜
午
後
６
時 

   
本
の
貸
出
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
の
検
索
な

ど
図
書
館
の
仕
事
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

日
時
　
８
月
１
日

〜
５
日

、各
日
と
も

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分 

対
象
　
小
学
３
〜
６
年
生 

定
員
　
２０
人（
各
日
４
人
） 

申
込
　
７
月
１６
日

〜
１８
日
（
月
・
祝
）に
市

立
図
書
館
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
分
室
の

応
募
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日

抽
選
を
行
な
い
、当
選
者
に
は
ハ
ガ
キ
に
て

ご
連
絡
し
ま
す
。 

   

暑
い
夜
は
や
っ
ぱ
り
コ
レ
で
す
。こ
わ
い
話

を
聞
い
て
、か
ら
だ
の
中
か
ら
ひ
ん
や
り
し
ま

し
ょ
う
。
夜
の
図
書
館
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

日
時
　
７
月
１６
日

　
午
後
７
時
３０
分 

場
所
　
市
立
図
書
館
２
階
大
集
会
室 

内
容
　
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ「
十
六
人
谷
」

　
　
他 

申
込
　
不
要 

※
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
と
は
、絵
や
紙
芝
居

を
使
わ
ず
、言
葉
だ
け
で
語
る
お
は
な
し

で
す
。 

   

図
書
館
の
本
を
参
考
に
、ダ
ン
ボ
ー
ル
と

お
り
が
み
を
使
っ
た
工
作
会
を
開
き
ま
す
。 

日
時
　
７
月
３０
日

　
午
前
１０
時 

場
所
　
市
立
図
書
館
２
階
小
集
会
室 

内
容
　
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を

作
り
ま
す
。 

定
員
　
２０
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
） 

申
込
　
７
月
１
日

よ
り
、図
書
館
児
童
室

で
申
込
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
  

カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
な
ど
の
か
っ
こ
い

い
昆
虫
を
、市
内
外
で
活
躍
中
の
先
生
と
一

緒
に
切
り
紙
で
作
り
ま
し
ょ
う
。 

日
時
　
７
月
３０
日

　
午
後
２
時 

場
所
　
市
立
図
書
館
２
階
大
集
会
室 

講
師
　
上
田
　
薫
氏 

申
込
・
持
ち
物
　
不
要 

     
 

戦
争
を
語
り
継
ぐ
朗
読
グ
ル
ー
プ「
空
缶
」

に
よ
る
朗
読
会
で
す
。 

日
時
　
８
月
７
日

　
午
後
２
時 

場
所
　
市
立
図
書
館
２
階
大
集
会
室 

内
容
　『
ホ
セ
・
ム
ヒ
カ
の
言
葉
』他 

   

今
年
の
大
人
の
た
め
の
映
画
会
は『
そ
し

て
父
に
な
る
』を
上
映
い
た
し
ま
す
。 

日
時
　
８
月
２８
日

　
午
後
２
時 

場
所
　
市
立
図
書
館
２
階
大
集
会
室 

上
映
作
品
　
『
そ
し
て
父
に
な
る
』（
１
２
１

分
） 

申
込
　
不
要 

    

江
戸
時
代
を
通
じ
、豪
華
絢
爛
な
津
島
の

天
王
祭
は
数
多
く
描
か
れ
ま
し
た
。
江
戸
初

期
か
ら
中
期
に
か
け
て
は
屏
風
絵
に
、後
期

に
は
浮
世
絵
や
う
ち
わ
絵
の
題
材
と
し
て
好

ま
れ
、広
く
紹
介
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。こ
の

ほ
か
絵
巻
物
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。 

今
回
、こ
れ
ら
「
描
か
れ
た
天
王
祭
」
を
紹

介
し
な
が
ら
、天
王
祭
の
歴
史
を
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
ま
す
。 

日
時
　
７
月
９
日

　
午
前
１０
時 

場
所
　
市
立
図
書
館
２
階
大
集
会
室 

講
師
　
大
橋
忠
彦
氏（
津
島
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
長
） 

申
込
　
不
要 

 

一
日
図
書
館
員
 

夏
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
工
作
会
 

昆
虫
の
切
り
紙
講
座
 

大
人
の
た
め
の
映
画
会
 

朗
読
会『
忘
れ
な
い
で
…
あ
の
日
』 

真
夏
の
夜
の
こ
わ
〜
い
お
は
な
し
会
 

『
描
か
れ
た
天
王
祭
』 

地
域
の
歴
史
に
親
し
む
講
座
 

利
用
時
間
延
長
の
お
知
ら
せ
 

お
ば
け
や
し
き
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市立図書館では、７月、８月にも様々な行事・講座を開催します。 
みなさんお誘い合わせの上、ご来館ください。 

市立図書館 
夏の行事のご案内 

1２５ー２１４５ 

市立図書館 
夏の行事のご案内 

1２５ー２１４５ 
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神 守 中 ［神守中学校］ 
津島市百島町字観音坊３２番地１ 

神 守 小 ［神守小学校］ 
津島市神守町字中町１３番地 

東 愛 宕 ［東愛宕保育園］ 
津島市東愛宕町２丁目８３番地 

神 島 田 ［神島田小学校］ 
津島市中一色町東郷８０番地 

高 台 寺 ［高台寺小学校］ 
津島市神尾町字江西６１番地 

蛭間［蛭間地区コミュニティセンター］ 
津島市蛭間町字西屋敷１１６９番地 

啓発標語（平成２８年度第１回明るい 
　　選挙推進愛知県協議会にて選定） 

１８歳 
  選挙で意思を 
　　　　示す時 不在者投票 

次に掲げる方は、不在者投票により投票することができます。 

※身体に一定の障がいがあり、郵便等
投票証明書を津島市選挙管理委員
会に申請して取得された方は、郵便
等による不在者投票を行うことが
できます。投票用紙の請求期限は、
７月６日 です。早めに郵便等投票
証明書を提示して投票用紙の交付
請求をしてください。 
その他、不在者投票の詳細につい
ては、市ホームページをご覧ください。 

対　　　象 場　　　所 

不在者投票施設の指定を受けた
病院・老人ホーム等に入院・入所
している方 

入院・入所している不在者投票施
設 

投票日に市外に滞在している方 
滞在先の市区町村選挙管理委員
会 

期日前投票の期間に１８歳に達し
ない方 

市役所１階ロビーもしくは、滞在先
の市区町村選挙管理委員会 

身体に一定の障がいがあり、郵便
等投票証明書を取得された方 

自宅等 

神守小学校 
西
尾
張
中
央
道 

神守郵便局 
神守町 
下町 

神守町 
二ノ割 

神守町 

県道名古屋津島線 県道名古屋津島線 

神守小学校 

神守中学校 
西
尾
張
中
央
道 

こがね団地 

生涯学習 
センター 

神守町下町 

神守支所 

神守郵便局 

神守町 
神守町 
二ノ割 県道名古屋津島線 県道名古屋津島線 

東愛宕保育園 

県道津島蟹江線 
愛宕橋 

用水 

東愛宕住宅 東愛宕住宅 

県
営
愛
宕
南
住
宅 

蛭間地区 
コミュニティセンター 

津島東高校 

蛭間町西屋敷 

至青塚駅 

蛭間小学校 

県道甚目寺佐織線 

高台寺 
小学校 

神守南部 
保育園 金柳町 

神尾町 

西
尾
張
中
央
道 白浜町 県道津島七宝名古屋線 

神島田 
小学校 

神島田 
公民館 

御贄橋 

唐臼町東 唐臼町 

県道津島七宝名古屋線 県道津島七宝名古屋線 新おにえ橋 

新おにえ橋西 

日
光
川 
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・公 示 日　６月２２日

・投 票 日　７月１０日  

・投票時間　午前７時～午後８時 



柳　原 ［市役所］ 
津島市立込町２丁目２１番地 

 

県道名古屋津島線 県道名古屋津島線 

西柳原町1

西柳原町3 東柳原町4

東
小
学
校 

東柳原町2

市役所 

商工会議所 

海部県民 
センター 

津島 
警察署 

津
島
駅 

今市場町4

常　盤 ［南小学校］ 
津島市常盤町４丁目２０番地 

西 ［総合保健福祉センター］ 
津島市上之町１丁目６０番地 

暁 ［暁中学校］ 
津島市唐臼町囲外１番地 

宮　川 ［天王中学校］ 
津島市宮川町２丁目４５番地 

松　原 ［北小学校］ 
津島市松原町３７番地 

藤　浪 ［文化会館］ 
津島市藤浪町３丁目８９番地１０ 

津島市で投票できる方 

平成２８年６月２１日現在の津島市選挙人名簿に登録されている方 
年齢　満１８歳以上の方（平成１０年７月１１日以前の出生の方） 
住所　平成２８年３月２１日までに転入の届出をされ、引き続き市内
に在住し、住民基本台帳に登録されている方 

期日前投票 

仕事や旅行、学業などの理由で投票日に投
票できない方は、次の期間に投票することが
できます。 
期間　６月２３日 ～７月９日  
時間　午前８時３０分～午後８時 
場所　市役所１階ロビー 

開　票 

日時　７月１０日 　午後９時から（予定） 
場所　文化会館大ホール 

投開票速報 

市ホームページで、投開票速報をご覧いた
だけます。 
また、次の電話番号で開票速報を聞くこと
ができます。 
　1２３－１５４７　1２３－１５４８ 

南小学校 

県道津島蟹江線 

共存園保育所 至津島駅 

南本町 
公園 

西
愛
宕
町 

南
本
町
６ 

暁中学校 

県道津島七宝 
名古屋 

唐臼町 

児童科学館 

新開 
保育園 

市営球場 

錬成館 

東愛宕 

総合保健福祉センター 

江西町 

西小学校 

南門 

津島神社 天王通り 

わざ・語り・ 
伝承の館 

国
道
１
５
５
号
線 

 

天王中学校 天王中学校 
中地町 

下新田 

江西町 

国
道
１
５
５
号
線 

老人福祉 
センター 

津島神社 

天
王
川
公
園 

県道津島蟹江線 県道津島蟹江線 

文化会館 

県道津島南濃線 昭和町2

天王通5 藤浪町1

文
化
会
館
北 

津
島
駅 

津島 
税務署 

北小学校 

県道津島南濃線 昭和町2

津島 
税務署 

津島 
郵便局 

▼ 投 票 所  

イッピョウくん 

９ 「市政のひろば」つしま2016.7

第２４回参議院議員通常選挙 
問合　市選挙管理委員会　内線２３５１ 



つしま歴史・文化のまちづくり提案事業補助金交付事業が決定 

つしま歴史・文化のまちづくり提案補助事業 

つしま歴史・文化のまちづくり提案事業公開審査会を、５
月１５日 に開催しました。津島を元気にする１３事業の提
案があり、そのうち下記の８事業に対し、補助金交付が決
定しました。 

提案団体名 事業名 提案概要 

問　　合 料　　金 場　　所 

津島 
きものＤＥ街歩き 
吉田 
1０９０-３９６７-７６７７ 

つしま 
にほんご教室 
尾崎 
1０７０-５２５０-２６０３ 

煎茶の会 
神谷 
1０５６７-２８-１０６４ 

参加費 ５００円 
きものレンタル 
１,０００円 

着付け １,０００円 

無料 
定員：外国人 ２０人 
ボランティア ５人 

５００円 
蔵Gallery 
つづら 
 

津島市観光 
交流センター 
集合 
 

津島駅集合 

日　　時 

７月２３日  
　  ２４日  
午後１時～３時 
着付け希望は 
午前１０時 

７月２３日  
午後４時３０分 

７月２４日  
午前１０時～ 
午後３時 

名　　　称 

つしまにほんご教室 
外国人が見て語る！ 
津島の歴史文化の魅力紹介 

外国人の観光意欲を利用して、津島の歴史文化を再
評価し、歴史的な街並みの保存に寄与する。 

津島れんげの会 つながる・津島！ 
旧市街地を舞台とした団体と連携して、イベント等を
集約し、観光地として、定期的かつ、大きなにぎわいを
作る。 
空き物件を商業や交流場所として活用し、また開業、
入居者の増加による街の新陳代謝を図り、地域の活性
化につなげる。 

市外の方を対象に、参加者が着物姿で街並みを歩き、
歴史と文化に触れてもらう。 

津島市出身の絵本作家の原画展、講演会の開催およ
び趣向をこらした読み聞かせ祭りを展開する。 

まちかど・まちなかの家や店に、本棚を置き、本を読む
場所、貸出の仕組みを構築し、まちかど・まちなかを図
書館化する。 
煎茶についての紹介や道具の展示、煎茶の点前に触
れてもらい、味わう。煎茶を通して所作や歴史を学び、
人的交流を図る。 

万歳をわかり易く親しみやすい内容で公演し、体験会
を開催することにより伝統文化の普及と継承をめざす。 

津島紡町実行委員会 
津島ツムギマチ・ 
プロジェクト 

津島 きものDE街歩き 
津島 きものDE街歩き 
津島の歴史と文化 探訪 
 おはなしくるりん 

実行委員会 
読み聞かせまつり＆ 
原画展 

津島まちじゅう 
図書館の会 

津島まちじゅう図書館化 
プロジェクト 

煎茶の会 煎茶を楽しむ 

演劇集団くつわ 

津島きもの 
DE街歩き 

外国人の 
ための 
天王祭見学 

煎茶を 
楽しむ 

伊六万歳の普及と継承 第３弾 
尾張つしまで☆てんてこ舞 

問合　つしま夢まちづくりセンター　1５８-４１３３ 

▲昨年度
の事業の

様子 

「市政のひろば」つしま2016.7１０ 



高
齢
介
護
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す
 

介
護
保
険
料
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
） 

納
付
額
の
平
準
化
を
行
い
ま
す
 

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
 

実
施
に
よ
る
変
更
点
に
つ
い
て
 

  

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
平
成
２８
年

８
月
か
ら
負
担
限
度
額
認
定
証
の
受
給
要
件

が
次
の
よ
う
に
変
更
と
な
り
ま
す
。 

【
変
更
点
】 

利
用
者
負
担
第
２
段
階
と
第
３
段
階
を
区

分
す
る
年
金
収
入
等
に
お
い
て
新
た
に
、非

課
税
年
金（
遺
族
年
金
、障
害
年
金
等
）を
所

得
と
し
て
勘
案
す
る
。 

  

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
介
護
保
険
施
設
を
利

用
す
る
場
合
の
食
費
と
居
住
費（
滞
在
費
）は
、

申
請
に
よ
り
、利
用
者
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。
負
担
限
度
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
が

引
き
続
き
軽
減
を
受
け
る
に
は
、毎
年
８
月

に
申
請
が
必
要
で
す
。 

負
担
限
度
額
認
定
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、

更
新
申
請
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

減
額
の
対
象
期
間
は
、申
請
を
し
た
月
か
ら

と
な
り
ま
す
。
申
請
が
遅
れ
る
と
、減
額
を
受

け
ら
れ
な
い
月
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、期
間
内
に
必
ず
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。 

（
た
だ
し
、申
請
を
出
し
て
も
受
給
要
件
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、負
担
軽
減
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
） 

受
付
期
間
　
７
月
１
日

〜
８
月
３１
日

 
 

受
付
・
問
合
　
高
齢
介
護
課
介
護
保
険
Ｇ 

　
　
　
　
　  

内
線
２
１
４
１
・
２
１
４
２ 

         

    

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）

は
、４
月･

６
月
・
８
月
を『
仮
徴
収
』
、１０
月･

１２
月
・
２
月
を『
本
徴
収
』
と
し
て
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。 

仮
徴
収
の
金
額
は
、原
則
と
し
て
前
年
度

の
２
月
の
徴
収
額
と
同
額
が
天
引
き
さ
れ
ま

す
が
、収
入
の
変
動
や
介
護
保
険
料
の
改
定

な
ど
に
よ
り
、仮
徴
収
額
と
本
徴
収
額
に
大

き
な
差
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

年
間
を
通
し
て
で
き
る
だ
け
均
等
な
額
に
な

る
よ
う
８
月
以
降
の
徴
収
額
を
調
整
し
、平

準
化
を
行
い
ま
す
。 

（
今
回
の
平
準
化
に
よ
り
、介
護
保
険
料
の
年

額
が
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
） 

対
象
　
特
別
徴
収
の
方
で
、『
仮
徴
収
の
額
』

と『
本
徴
収
の
額
』に
大
き
な
差
が
生
じ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
方 

（
対
象
の
方
へ
は
、変
更
金
額
を
記
載
し
た
通

知
書
を
７
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。
） 

※
仮
徴
収
額
と
本
徴
収
額
の
差
が
少
な
い
方

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。 

※
こ
の
平
準
化
の
実
施
に
あ
た
り
、個
人
の

方
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

問
合
　
高
齢
介
護
課
介
護
保
険
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
４
１
・
２
１
４
２ 

   

現
在
要
支
援
１
・
２
の
方
が
使
え
る
サ
ー

ビ
ス（
介
護
予
防
給
付
）の
う
ち
、訪
問
介
護
・

通
所
介
護
が
総
合
事
業
の（
左
図
参
照
）
①

②
③
へ
移
行
し
ま
す
。
①
②
に
つ
い
て
は
、現

行
の
サ
ー
ビ
ス
に
相
当
す
る
も
の
に
加
え
、

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
③
に
つ

い
て
は
、様
々
な
担
い
手
に
よ
り
、家
事
な
ど

の
在
宅
生
活
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
ま
す
。
今
後
、市
民
向
け
説
明
会
等
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
が
決
定
次
第
、市
政
の

ひ
ろ
ば
等
で
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

問
合
　
高
齢
介
護
課
長
寿
福
祉
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
４
４
・
２
１
４
５ 

負
担
限
度
額
認
定
証
の
利
用
者
負
担
の 

見
直
し
に
つ
い
て 

利用者 
負担段階 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

要　　　件 

生活保護を受けている方 

市町村民税非課税世帯者で 
「課税年金収入額+非課税年金収入額 
+合計所得金額」が８０万円以下の方 

市町村民税非課税世帯者で 
「課税年金収入額+非課税年金収入額 
+合計所得金額」が８０万円を超える方 

平
準
化
と
は 

介護給付（要介護１～５） 

〈現　行〉 

介護予防給付 
（要支援１～２） 

訪問看護 
福祉用具 等 

訪問介護 
通所介護 

〈平成２９年４月から〉 

介護給付（要介護１～５） 

介護予防給付（要支援１～２） 

介護予防・日常生活支援総合事業 
（要支援１～２、基本チェックリスト該当者） 

①訪問型サービス 
②通所型サービス 
③生活支援サービス等 

訪問看護・福祉用具 等 

変更なし 

変更なし 

移　行 

１１ 

市役所　124-1111高齢介護課からのお知らせ 
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平
成
２８
年
度
保
険
料
額
決
定
通
知
書
は
、

７
月
上
旬
に
郵
送
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

普
通
徴
収
の
方
に
は
納
付
書
を
同
封
い
た

し
ま
す
の
で
、各
金
融
機
関
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
 

２８
年
度
・
２９
年
度
の
保
険
料
率
は
所
得

割
率
９
・
５４
％
、均
等
割
額
４
６
，９
８
４
円
、

保
険
料
賦
課
限
度
額
５７
万
円
で
す
。
 

問
合
　
保
険
年
金
課
医
療
・
年
金
Ｇ
 

　
　
　
内
線
２
１
２
３
・
２
１
２
４
 

保
険
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

 

  
 

現
在
、お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
は
７
月
３１
日
で
す
。８
月
１
日
か
ら
使

用
で
き
る
被
保
険
者
証
を
、７
月
中
旬
か
ら

下
旬
に
か
け
て
簡
易
書
留
郵
便
で
お
送
り

し
ま
す
。
被
保
険
者
証
の
色
は
、若
草
色
か

ら
青
色
に
か
わ
り
ま
す
。 

保
険
料
に
未
納
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、

納
付
相
談
を
行
い
被
保
険
者
証
の
交
付
を

し
ま
す
。 

   

子
ど
も
医
療
費
、心
身
障
害
者
医
療
費
、

母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
、後
期
高
齢
者
福

祉
医
療
費
の
受
給
者
で
更
新
が
必
要
な
方

の
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
７
月
３１
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

対
象
者
に
は
、６
月
中
旬
に
申
請
通
知

等
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
更
新
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
保
険
年
金
課
医
療
・
年
金
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
２
３
・
２
１
２
４ 

 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
納
付
書
 

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
 

証
の
更
新
 

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
 

お
よ
び
猶
予
制
度
 

 
  

国
民
年
金
は
、所
得
の
減
少
や
失
業
等
で

経
済
的
に
納
付
が
困
難
な
場
合
、本
人
・
世
帯

主
・
配
偶
者（
※
申
請
期
間
７
月
以
降
５０
歳
未

満
の
方
は
、本
人
と
配
偶
者
）の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
申
請
に
よ
り
、保

険
料
の
納
付
が
免
除
等
に
な
り
ま
す
。 

※
平
成
２８
年
７
月
か
ら
、世
帯
主
の
所
得
に

よ
り
免
除
等
に
該
当
し
な
か
っ
た
納
付
猶

予
の
対
象
年
齢
が
、３０
歳
未
満
か
ら
５０
歳

未
満
に
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。７
月
以
降
の
期

間
に
限
り
ま
す
の
で
、遡
及
は
で
き
ま
せ
ん
。 

免
除
周
期
　
毎
年
７
月
〜
翌
年
６
月 

受
付
　
平
成
２８
年
度
分
…
７
月
か
ら 

　
　
　
過
去
２
年
間
遡
及
の
場
合
…
随
時 

受
付
窓
口
　
保
険
年
金
課
医
療
・
年
金
Ｇ（
市

役
所
１
階
） 

持
ち
物 

・
年
金
手
帳 

・
印
鑑（
朱
肉
使
用
の
も
の
） 

・
平
成
２６
年
１２
月
３１
日
以
降
に
退
職
さ
れ
た

方
は
、離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証（
１
年
以
上
遡
及
の
場
合
別
途
必

要
の
場
合
有
） 

そ
の
他
　
災
害
な
ど
が
理
由
の
場
合
は
、そ

の
事
由
発
生
の
前
月
分
か
ら
で
す
。
　 

注
意
　
免
除
制
度
は
、毎
年
申
請
が
必
要
で

す
。た
だ
し
、継
続
申
請
希
望
者
で
前
年
に

ひ
き
つ
づ
き
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
に
該

当
し
た
方
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

問
合
　
保
険
年
金
課
医
療
・
年
金
Ｇ 

　
　
内
線
２
１
２
１
・
２
１
２
２ 

　
　
中
村
年
金
事
務
所 

　
　
1
０
５
２
ー

４
５
３
ー

７
２
０
０ 

保険料免除・保険納付猶予制度 

免除の対象となる所得のめやす 

注　４分の３・半額・４分の１免除に該当した場合、その納付部分を納めないと未納期間になります。 

注　「４人世帯」のめやすは、夫か妻のどちらかのみに所得があり、お子さんが１６歳未満の場合です。 
「２人世帯」のめやすは、夫か妻のどちらかのみに所得がある場合です。 
所得の種類や控除額などによって、免除に該当しない場合もありますのでご了承ください。 
 

区分 月額 
保険料 
 

受給資 
格期間 Ｈ２１.４以降 

区　分 
単身世帯 ２人世帯 

世 帯 構 成  

４人世帯 

５７万円 ９２万円 １６２万円 全額免除 

９３万円 １４２万円 ２３０万円 ４分の３免除 

１４１万円 １９５万円 ２８２万円 半額免除 

１８９万円 ２４７万円 ３３５万円 ４分の１免除 

給付金額 

Ｈ２１.３以前 

全額免除 ０円 
算
入
さ
れ
ま
す 

 ８分の４ ６分の２ 

４分の３免除 ４,０７０円 ８分の５ ６分の３ 

半額免除 ８,１３０円 ８分の６ ６分の４ 

４分の１免除 １２,２００円 ８分の７ ６分の５ 

納付猶予 
（５０歳未満） ０円 ０ 

追納期間 

１０年以内 
 
※３年度目以降
に追納する場
合は、当時の保
険料額に経過
期間に応じた
加算額が上乗
せされます。 

「市政のひろば」つしま2016.7１２ 
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世
帯
主
あ
て
に
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税

通
知
書
ま
た
は
決
定
通
知
書
を
７
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す（
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
な
く
て
も
、世
帯
の
中
に
加
入

者
が
い
れ
ば
、世
帯
主
あ
て
に
通
知
書
が
届

き
ま
す
）。 

今
回
送
付
す
る
も
の
は
、前
年
中
の
所
得

や
今
年
度
の
固
定
資
産
税
額
、世
帯
内
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者
数
お
よ
び
加
入
月
数
を

基
に
年
税
額
を
決
定
し
た
も
の
で
す
。 

特
別
徴
収
に
つ
い
て 

次
の
要
件
に
全
て
該
当
す
る
方
は
、特
別

徴
収（
年
金
か
ら
天
引
き
）に
よ
る
納
付
方
法

と
な
り
ま
す
。 

・
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
こ
と 

・
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
全
員
が

６５
歳
以
上
７５
歳
未
満
で
あ
る
こ
と 

・
年
金
の
年
額
が
１８
万
円
以
上
で
、国
民
健

康
保
険
税
と
介
護
保
険
料
の
合
計
額
が
年

金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
こ
と 

特
別
徴
収
に
よ
る
納
付
方
法
を
希
望
し
な

い
方
は
、申
請
に
よ
り
口
座
振
替
に
よ
る
納

付
方
法
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

持
ち
物
　
被
保
険
者
証
、印
鑑
（
朱
肉
を
使

用
す
る
も
の
）、口
座
振
替
を
希
望
す
る
金

融
機
関
の
通
帳
お
よ
び
届
出
印
、ま
た
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド 

減
免
制
度
に
つ
い
て 

特
別
な
事
情
で
国
民
健
康
保
険
税
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
世
帯
の
方
は
、申
請
に
よ

り
国
民
健
康
保
険
税
の
一
部
ま
た
は
全
部
が

減
免
さ
れ
ま
す（
表
１
参
照
）。 

持
ち
物
　
被
保
険
者
証
、印
鑑
（
朱
肉
を
使

　
用
す
る
も
の
） 

非
自
発
的
失
業
者
の
軽
減
制
度
に
つ
い
て 

６５
歳
未
満
の
方
が
倒
産･

解
雇
・
雇
い
止
め

な
ど
の
理
由
で
失
業
さ
れ
た
場
合
は
、申
請

に
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

（
表
２
参
照
）。 

持
ち
物
　
被
保
険
者
証
、雇
用
保
険
受
給
資

　
格
者
証 

便
利
・
確
実
・
安
全
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
！！ 

口
座
振
替
は
、現
金
の
管
理
や
金
融
機
関

等
に
行
く
手
間
が
省
け
、納
付
し
忘
れ
の
心

配
が
な
く
な
る
た
め
大
変
便
利
で
す
。 

市
役
所
の
窓
口
で
の
手
続
き
で
は
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
オ
ン
ラ
イ
ン
端
末
で
読
み
取
り
、

暗
証
番
号
を
入
力
す
れ
ば
、そ
の
場
で
申
し

込
み
が
完
了
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い（
一
部
利
用
で
き
な
い
金
融
機
関
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
）。 

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
す
る
と 

国
民
健
康
保
険
は
、加
入
者
の
万
一
の
け

が
や
病
気
に
備
え
、お
互
い
が
国
民
健
康
保

険
税
を
負
担
し
合
っ
て
支
え
あ
う
相
互
扶
助

の
制
度
で
す
。
国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
な

い
と
、納
期
限
内
に
納
付
し
て
い
る
大
多
数

の
加
入
者
と
の
公
平
性
を
欠
き
、国
民
健
康

保
険
の
運
営
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、国
民
健
康
保
険
税
を
長
期
間
滞
納

す
る
と
、被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
が
短
く
な
っ
た
り
、被
保
険
者
証

の
代
わ
り
に
資
格
証
明
書
が
交
付

さ
れ
、医
療
機
関
で
の
医
療
費
が
全

額
自
己
負
担
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保

険
Ｇ 

　
内
線
２
１
２
５
〜
２
１
２
９ 
 高

齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ 

７０
歳
〜
７４
歳
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
に
交
付
し
て
い
る
高
齢
受

給
者
証
の
有
効
期
限
が
７
月
３１
日

で
切
れ
ま
す
の
で
、８
月
以
降
に
使

用
す
る
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を

７
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。 

高
齢
受
給
者
証
は
、医
療
機
関

で
の
自
己
負
担
割
合
を
示
す
も
の

で
す
の
で
、受
診
す
る
と
き
は
必
ず

被
保
険
者
証
と
一
緒
に
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、自
己
負
担
割
合
は
、平
成

２８
年
度
の
市
・
県
民
税
課
税
所
得

金
額
に
よ
り
決
定
し
ま
す
の
で
、所

得
の
増
減
な
ど
に
よ
り
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

有
効
期
限
が
切
れ
た
高
齢
受
給

者
証
は
、個
人
情
報
が
読
み
取
れ

な
い
よ
う
に
裁
断
し
て
破
棄
す
る
か
、

市
役
所
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保

険
Ｇ 

　
内
線
２
１
２
５
〜
２
１
２
９ 

平
成
２８
年
度
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書（
本
算
定
分
）を
発
送
し
ま
す
 

表1　減免制度について 

表２　非自発的失業者の軽減制度について 

理　　由 減免される額 

適用期間 適用条件 軽減内容 

離職日時点の年齢が６５歳未満の方で、雇用保険受給資格
者証に記載されている離職理由コードが次のもの 
１１、１２、２１、２２、２３、３１、３２、３３、３４ 

給与所得を３０/１００とみなして所得割を計算 離職の翌日から翌年度末まで 

震災、風水害、火災、その他これらに類する災害により、そ
の居住する家屋が、右に掲げる被害を受けたとき 

前年中の総所得金額等が３３万円以下の所得申告世帯で、平成２８年４月１日現在で国保に加入している方 

全壊、全焼または流出 

世帯主および世帯内の国保加入者の平成２８年中の総所
得金額等の見込額が、前年中の総所得金額等に比べ３分
の２以下に減少すると見込まれる方で、前年中の総所得金
額等が５００万円以下の方 

前年中の総所得金額等が２５０万円以下 所得割額の５０％ 

前年中の総所得金額等が２５０万円を超え５００
万円以下 

所得割額の３０％ 

半壊または半焼 

減免理由が発生した日以後の納
期分の保険税額の全部 

減免理由が発生した日以後の納
期分の保険税額の５０％ 

保険税額の３０％ 
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P

Ｎ 

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
紹
介
 

町
内
会
に
助
成
金
を
交
付
 

「
議
会
報
告
会
」
の
開
催
に
つ
い
て
 

寝
具
洗
濯
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
事
業
 

 

  
  
              

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金（
高

齢
者
向
け
）の
申
請
期
限
が
７
月
２５
日

ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

該
当
さ
れ
て
い
る
方
で
ま
だ
申
請
を
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
 な

お
、申
請
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
請

は
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
 

問
合
　
福
祉
課
臨
時
福
祉
給
付
金
窓
口
 

　
　
　
1
２２
ー

３
７
７
０
 

  
こ
の
た
び
、厚
生
労
働
大
臣
、愛
知
県
知
事

か
ら
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
次
の
方

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
 

（
敬
称
略
） 

山
内
ま
な
み（
愛
宕
町
８
丁
目
１
４
８
番
地

　
1
２４
ー

１
０
９
５
） 

　
担
当
地
区
　
愛
宕
町
５
丁
目
・
８
丁
目
 

問
合
　
福
祉
課
福
祉
G
　
内
線
２
１
３
５
 

  
市
で
は
、広
報
紙
や
各
種
案
内
チ
ラ
シ
等

の
配
付
、情
報
の
伝
達
、地
域
の
環
境
保
全
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、町
内
会
に

対
し
て
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
助
成
金
は
、７
月
下
旬
と
１２
月
下
旬

の
年
２
回
に
分
け
て
交
付
を
し
て
い
ま
す
。
 

各
町
内
会
に
お
い
て
は
、安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、様
々
な
取
り
組
み
を

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、そ
れ
ら
の
活

動
の
一
助
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

 
一
町
内
会
当
た
り
の
助
成
金
積
算
方
法
 

「
年
額
４
万
８
０
０
０
円（
均
等
割
）」＋
 

「
年
額
９
０
０
円
×
世
帯
数（
世
帯
割
）」
 

 問
合
　
市
民
協
働
課
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｇ
 

　
　
　
内
線
２
２
５
３
 

  
市
議
会
で
は
、議
会
の
活
動
状
況
を
報
告

し
、市
民
の
皆
さ
ん
と
自
由
に
情
報
お
よ
び

意
見
を
交
換
す
る
議
会
報
告
会
を
７
月
１６
日

・
１７
日

に
開
催
し
ま
す
。
 

※
会
場
、開
催
日
時
等
は「
議
会
だ
よ
り
５
月

１
日
発
行
第
２６
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

問
合
　
議
事
課
議
事
Ｇ
　
内
線
２
５
１
２
 

 

  実
施
時
期
　
８
月
〜
９
月
 

対
象
　
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、市
内
に
居

住
し
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
 

・
６５
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
 

・
６５
歳
以
上
の
み
の
世
帯
で
、介
護
保
険
法

の
規
定
に
よ
る
要
介
護
１
〜
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る
方
 

内
容
　
掛
布
団
、敷
布
団
、毛
布（
そ
れ
ぞ
れ

綿
、化
繊
製
の
も
の
）１
人
３
枚
ま
で
 

※
掛
布
団
、敷
布
団
の
み
の
場
合
は
、合
計
２

枚
ま
で
 

利
用
料
　
無
料
 

申
込
　
７
月
１
日

〜
１５
日

に
直
接
左
記

へ（
土
・
日
曜
日
は
除
く
） 

問
合
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
支
援
Ｇ
　

　
　
1
２７
ー

１
０
３
０
 

 

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
 

金（
高
齢
者
向
け
）の
申
請
に
つ
い
て
 

お
知
ら
せ 

市
庁
舎
防
災
機
能
整
備
 

工
事
等
に
伴
う
東
側
 

駐
車
場
閉
鎖
の
お
知
ら
せ
 

    

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、

災
害
対
策
業
務
を
行
う
際
に
、

外
部
か
ら
の
電
力
供
給
が
断
た

れ
た
場
合
で
も
、必
要
な
電
力

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
設

備
を
設
置
す
る
な
ど
、市
庁
舎

の
防
災
機
能
を
強
化
・
整
備
す

る
庁
舎
防
災
機
能
整
備
工
事

等
を
行
い
ま
す
。 

工
事
の
実
施
に
伴
い
、７
月

２
日

か
ら
、東
側
駐
車
場
を

閉
鎖
し
ま
す
の
で
、お
車
で
来

庁
さ
れ
る
場
合
は
、西
側
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

長
期
に
わ
た
り
、ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

工
期
　
平
成
２９
年
２
月
末
ま
で 

問
合
　
財
政
課
管
財
・
営
繕
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
４
１
・
２
３
４
２ 

  

東側駐車場閉鎖 

      ２月下旬まで 
来
庁
者
用
駐
車
場 

庁
舎
側
４
列 

庁　舎 庁　舎 
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市役所　124-1111 お知らせ 



 
 

 
子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
 

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、高
齢
者
の
歩
行
や
子
ど

も
の
飛
び
出
し
に
配
慮
し
た
思
い
や
り
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う
 

「
カ
チ
ッ
と
１
０
０
！
」
を
合
言
葉
に
、後

部
座
席
を
含
む
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
を
確
か
め
て
か
ら
発
進
し
ま
し
ょ

う
。
 

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う
 

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、飲
酒
運
転
根
絶
の
主
役

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、酒
を
勧
め
ら
れ
て

も
キ
ッ
パ
リ
と
断
り
、飲
酒
と
ハ
ン
ド
ル
の
遮

断
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
 

問
合
　
市
民
協
働
課
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｇ
 

　
　
　
内
線
２
２
５
２
 

      
 水

の
事
故
は
川
や
海
ば
か
り
で
な
く
、用

水
や
側
溝
な
ど
、思
い
も
よ
ら
な
い
と
こ
ろ
で

も
発
生
し
ま
す
。
危
険
な
場
所
に
立
ち
入
っ

た
り
遊
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
、地
域
で
見
守

り
や
声
か
け
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

問
合
　
市
青
少
年
問
題
協
議
会（
社
会
教
育

課
生
涯
学
習
Ｇ
内
）内
線
２
２
８
２
 

   
夏
休
み
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
、青
少
年

の
気
持
ち
が
緩
み
生
活
も
不
規
則
に
な
り
が

ち
で
、非
行
に
陥
っ
た
り
思
わ
ぬ
犯
罪
被
害
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

地
域
の
大
人
が
率
先
し
て
規
律
あ
る
行
動

を
と
る
こ
と
で
、青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止

に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

　
７
月
６
日

　
午
後
４
時
４５
分
 

　
ヨ
シ
ヅ
ヤ
津
島
本
店
 

主
唱
　
県
、県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
、市

青
少
年
問
題
協
議
会
 

問
合
　
市
青
少
年
問
題
協
議
会（
社
会
教
育

課
生
涯
学
習
Ｇ
）内
線
２
２
８
２
 

  
気
温
が
高
く
な
る
夏
場
は
、日
差
し
が
強

く
風
の
弱
い
日
に
、大
気
が
白
く
モ
ヤ
の
か
か

っ
た
よ
う
に
な
る
「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
」
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
 

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
予
報
や
注
意
報
が
発
令

さ
れ
た
と
き
は
 

○
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
 

○
風
向
き
を
考
え
て
窓
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。
 

健
康
被
害
が
あ
っ
た
と
き
は
 

目
や
の
ど
に
刺
激
を
感
じ
た
ら
、う
が
い

や
洗
眼
を
行
い
、症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
は
、

医
師
の
診
察
を
受
け
る
と
と
も
に
、最
寄
り

の
保
健
所
等
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
 

「
愛
知
県
　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
メ
ー
ル
」で

検
索
し
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
 

問
合
　
生
活
環
境
課
環
境
保
全
Ｇ
 

　
　
　
内
線
２
２
３
３
 

   
こ
の
制
度
は
、代
理
人
や
第
三
者
に
よ
る

請
求
に
基
づ
い
て
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
交

付
し
た
と
き
、本
人
に
交
付
事
実
を
通
知
す

る
も
の
で
す
。
 

制
度
の
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、申
請
者

本
人
の
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
・
旅
券
・
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
、代
理
人
は
委
任
状

と
委
任
者
の
本
人
確
認
で
き
る
書
類
、法
定

代
理
人
の
場
合
は
資
格
を
証
明
す
る
書
類
）

を
持
参
の
上
、左
記
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
合
　
市
民
課
市
民
・
戸
籍
Ｇ
 

　
　
　
内
線
２
１
１
４
・
２
１
１
５
 

      発
売
期
間
　
７
月
６
日

〜
２９
日

 

抽
せ
ん
日
　
８
月
９
日

 

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、市
町
村
の
明

る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。
 

   

     
出
演
日
　
１０
月
２３
日

場
所
　
文
化
会
館
 

応
募
資
格
　
市
内
で
活
動
す
る
芸
能
団
体
 

出
演
時
間
　
１２
分（
舞
台
入
退
場
時
間
含
む
） 

参
加
費
　
８
０
０
０
円
 

申
込
　
７
月
４
日

〜
１５
日

に
所
定
の
用

紙
に
記
入
の
上
、文
化
協
会
事
務
局
へ（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
。
用
紙
は
事

務
局
に
て
配
布
し
ま
す
。
 

主
催
　
文
化
協
会
・
市
・
市
教
育
委
員
会
 

問
合
　
文
化
協
会
事
務
局（
社
会
教
育
課
生
 

　
涯
学
習
Ｇ
内
）内
線
２
２
８
２
 

 

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に
取
り
 

組
む
県
民
運
動（
夏
期
） 

住
民
票
の
写
し
等
の
第
三
者
交
付
に
 

係
る
本
人
通
知
等
制
度
に
つ
い
て
 

青
少
年
を
水
の
事
故
か
ら
守
ろ
う
 

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
注
意
 

７
月
１１
日

〜
２０
日

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
 

第
３３
回
津
島
市
芸
能
交
流
会
 

一
般
出
演
団
体
 

街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

今
年
は
さ
ら
に
盛
り
上
が
る
！ 

夢
お
ど
る
２
つ
の
サ
マ
ー 

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ（
市
町
村
 

振
興
宝
く
じ
）（
公
財
）愛
知
県
 

市
町
村
振
興
協
会
 

募
集 

１５ 

市役所　124-1111お知らせ、募集 

「市政のひろば」つしま2016.7



  
 

自
分
や
家
族
の
食
生
活
と
健
康
づ
く
り
を

考
え
な
が
ら
、地
域
で
活
動
す
る
仲
間
に
な

り
ま
せ
ん
か
？ 

日
時
・
内
容
　
表
参
照（
全
９
回
） 

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
市
内
在
住
の
６５
歳
未
満
の
方
を
原
則

と
し
、終
了
後
に
食
生
活
改
善
推
進
員
と

し
て
継
続
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
き

る
方 

定
員
　
１０
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
） 

申
込
　
７
月
２２
日

ま
で
に
直
接
、ま
た
は

電
話
に
て
左
記
へ 

問
合
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
1
２３
ー

１
５
５
１ 

第
７
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
 

保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
委
員
 

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座
の
 

参
加
者
 

人
権
に
関
す
る
講
師
 

自
衛
官
 

 

   
市
で
は
、高
齢
者
福
祉
施
策
の
充
実
と
介

護
保
険
制
度
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、

第
７
期（
平
成
３０
〜
３２
年
度
）高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。 

こ
の
計
画
は
、被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
反
映
し
て
策
定
し
ま
す
の
で
、次
の

と
お
り
委
員
を
募
集
し
ま
す
。 

募
集
人
員
　
２
人
以
内 

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
４０
歳
以
上
の
方
、

ま
た
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
家
族（
４０
歳
以
上
）の
方 

※
た
だ
し
、公
職
者
、公
務
員
、各
種
団
体
の

長
に
該
当
す
る
方
を
除
き
ま
す
。 

※
平
日
昼
間
開
催
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方 

任
期
　
委
嘱
日
〜
平
成
３０
年
３
月
３１
日 

応
募
方
法
　
７
月
２９
日

ま
で
に
、住
所
、氏

名
、年
齢
、性
別
、職
業
、電
話
番
号
と
応
募

の
動
機
を
記
入
の
上
、「
介
護
保
険
制
度
に

つ
い
て
」
と
題
し
た
作
文（
文
字
数
な
ど
は

問
わ
ず
）を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

提
出
先
　
〒
４
９
６
‐
８
６
８
６（
住
所
不
要
） 

　
津
島
市
役
所
健
康
福
祉
部
高
齢
介
護
課 

そ
の
他 

①
選
考
結
果
は
、文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

②
委
員
会
は
、随
時
開
催
予
定（
平
日
）。 

③
応
募
書
類
は
、お
返
し
し
ま
せ
ん
。 

    

④
収
集
し
た
個
人
情
報
は
第
７
期
高
齢
者
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員

会
委
員
選
考
の
目
的
以
外
に
使
用
し
ま
せ

ん
。 

問
合
　
高
齢
介
護
課
介
護
保
険
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
４
１
・
２
１
４
２ 

  

あ
な
た
の
人
権
に
関
す
る
知
識
を
講
師
と

し
て
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
高
齢
者
・
障
が

い
者
・
外
国
人
な
ど
に
対
す
る
人
権
の
専
門

知
識
を
お
持
ち
の
方
は
、左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
で
２０
歳
以
上 

問
合
　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
・
男
女
参
画

　
　
Ｇ
　
内
線
２
２
７
１ 

  
応
募
資
格 

・
航
空
学
生
　
高
校
卒
（
見
込
み
含
む
）で

２１
歳
未
満
の
方 

・
一
般
曹
候
補
生
、陸
・
海
・
空
自
衛
官
候
　

補
生
　
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
方 

受
付
期
間 

・
航
空
学
生
、一
般
曹
候
補
生 

　
８
月
１
日

〜
９
月
８
日

 

・
陸
・
海
・
空
自
衛
官
候
補
生 

　
男
子
　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
女
子
　
８
月
１
日

〜
９
月
８
日

 

試
験
日（
一
次
試
験
） 

・
航
空
学
生
　
９
月
２２
日

 

・
一
般
曹
候
補
生
　
９
月
１６
日

・
１７
日

 

・
陸
・
海
・
空
自
衛
官
候
補
生
　
受
付
時
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

申
込
・
問
合
　
自
衛
隊
一
宮
地
域
事
務
所 

　
　
　
　
　  

1
０
５
８
６
ー

７３
ー

７
５
２
２ 

第１回 

日　時 内　　容 

８月５日
午前９時３０分～１１時３０分 

９月２日  
午前１０時～１１時３０分 

１０月７日  
午前１０時～１１時３０分 

１０月３０日  
午前９時～正午 

１１月４日  
午前１０時～午後１時 

１２月２日  
午前１０時～午後１時 

９月２７日  
午前１０時～午後１時 

１０月２５日  
午前１０時～午後１時 

９月１日  
午後１時３０分～３時 

１１月２１日  
午後１時３０分～３時 

１１月後半、１２月前半の 
木曜日 

午前１０時～１１時３０分 

開講式　オリエンテーション 
講義「食生活改善推進員とは」 

講義「食育について」 
食生活改善推進員定例会 

講義「食品衛生について」 
食生活改善推進員定例会 

健康まつりボランティア 

食生活改善推進員定例会 

食生活改善推進員定例会 
閉講式 

糖尿病予防料理教室 

腎臓を悪くしない料理教室 

歯について 

こころの健康について 

ヘルシーエクササイズ 

第２回 

第３回 

第６回 

栄養講座 
(どちらかを選択) 

 

健康講座 
(どちらかを選択) 

 

運動実習 
(右記のうち 
1日を選択)

第４回 

第５回 

「市政のひろば」つしま2016.7１６ 

市役所　124-1111 募集 



市
営
墓
地
の
使
用
者
 

  

募
集
住
宅
お
よ
び
戸
数
　
下
表
の
と
お
り 

入
居
資
格
等
　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
方 

・
現
に
同
居
し
、ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
を
含
む
）が
あ
る 

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
事
が
明
ら

か
な
方 

・
公
営
住
宅
法
に
よ
り
条
例
で
定
め
る
収

入
基
準
に
適
合
し
て
い
る 

・
税
を
滞
納
し
て
い
な
い 

・
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有

し
て
い
る 

・
入
居
者（
同
居
親
族
を
含
む
）が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と 

配
布
・
受
付
　
７
月
８
日

〜
１９
日
（
市

役
所
閉
庁
日
を
除
く
） 

申
込
用
紙
配
布
場
所
　
都
市
計
画
課（
市

役
所
４
階
）
、神
守
支
所
、神
島
田
連

絡
所 

抽
選
日
時
お
よ
び
場
所
　 

　
８
月
８
日

午
前
１０
時 

　
市
役
所
４
階
大
会
議
室 

入
居
予
定
日
　
１０
月
１
日

 

問
合
　
都
市
計
画
課
住
宅
管
理
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
４
１
１
・
２
４
１
２ 

  

就
業
支
援
講
習
会
の
参
加
者
 

市
営
住
宅
の
入
居
者
 

住宅名 

蛭間 

（蛭間町） 

蛭間 

（蛭間町） 

 

中層 

耐火 

中層 

耐火 

平成４年 

平成６年 

３ＤＫ 

３ＤＫ 

２４,７００～ 

４７，８００円 

２５,４００～ 

４９,９００円 

１戸 

１戸 

構造 
管理開始 
年　　度 間取 家　賃 

募集 
戸数 

  
場
所
　
元
寺
霊
苑（
元
寺
町
２
丁
目
外
） 

募
集
区
画
数
　
９
区
画 

※
１
・
８４
㎡
７
区
画
、３
・
３
㎡
２
区
画
の
ど
ち

ら
か
一
方
の
み
申
し
込
み
で
き
ま
す
が
、

場
所
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。 

永
代
使
用
料
　
１
・
８４
㎡
は
３４
万
５
０
０
０
円
、

３
・
３
㎡
は
６１
万
９
０
０
０
円 

申
込
資
格
　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方 

・
平
成
２７
年
７
月
１
日
以
前
よ
り
津
島
市
に

在
住
の
世
帯
主
の
方 

・
現
在
、市
営
墓
地（
元
寺
霊
苑
）内
で
墓
地

の
使
用
許
可
を
受
け
て
い
な
い
方 

・
遺
骨
の
埋
蔵
先
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
方

（
改
葬
・
分
骨
は
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
） 

・
市
が
指
定
す
る
納
入
期
日
ま
で
に
永
代
使

用
料
を
一
括
で
納
め
ら
れ
る
方 

申
込
　
７
月
４
日

〜
２９
日

の
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分（
閉
庁
日
を
除
く
）

に
、埋
火
葬
許
可
証
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、

直
接
問
い
合
せ
先
へ 

注
意
事
項 

・
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。 

・
「
申
込
資
格
」
に
該
当
し
な
い
も
の
が
あ
っ

た
場
合
は
、申
し
込
み
を
取
り
消
し
ま
す
。 

・
申
し
込
み
だ
け
で
墓
地
の
使
用
権
が
発
生

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

・
他
人
の
名
義
を
利
用
し
て
の
申
し
込
み
は

無
効
と
な
り
ま
す
。 

抽
選
　
８
月
３
日

　
午
前
１０
時 

　
　
　
市
役
所
４
階
大
会
議
室 

※
抽
選
結
果
は
、申
込
者
全
員
に
郵
送
し
ま

す
。 

問
合
　
生
活
環
境
課
環
境
保
全
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
３
５ 

 
         

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
と
寡
婦
の
方
を

対
象
に
技
能
・
資
格
を
習
得
す
る
就
業
支
援

講
習
会
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。 

コ
ー
ス
・
会
場
等 

パ
ソ
コ
ン
講
習
中
級 

・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー（
名
古
屋
駅
前
） 

　
１０
月
２２
日

〜
平
成
２９
年
２
月
４
日

 

（
全

１５
回
） 

　
教
材
費
　
３
４
３
４
円 

調
剤
薬
局
事
務 

・
国
際
医
療
管
理
専
門
学
校
　
名
古
屋
校 

　
１０
月
８
日

〜
１１
月
１９
日

（
全
７
回
） 

　
教
材
費
　
５
０
０
０
円 

経
理
事
務 

・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー（
名
古
屋
駅
前
） 

　
１０
月
２２
日

〜
平
成
２９
年
２
月
４
日
（
全

１５
回
） 

　
教
材
費
　
１
８
９
０
円 

介
護
職
員
初
任
者
研
修
Ｂ
コ
ー
ス 

・
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
　
金
山
校
１０

月
４
日

〜
平
成
２９
年
１
月
３１
日

（
全

１７
回
）自
宅
学
習
等
要
件
有 

　
教
材
費
　
５
７
０
０
円 

介
護
職
員
初
任
者
研
修
Ｃ
コ
ー
ス 

・
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
　
金
山
校
１０

月
２
日

〜
平
成
２９
年
１
月
２９
日

（
全

１７
回
）自
宅
学
習
等
要
件
有 

　
教
材
費
　
５
７
０
０
円 

登
録
販
売
者
講
習
　 

・
国
際
医
療
管
理
専
門
学
校
　
名
古
屋
校 

　
１０
月
１６
日

〜
平
成
２９
年
３
月
５
日
（
全

２０
回
） 

　
教
材
費
　
９
８
０
０
円 

定
員
　
２０
人（
調
剤
薬
局
事
務
の
み
４０
人
）※

応
募
多
数
の
場
合
、抽
選 

受
講
料
　
無
料（
教
材
費
ほ
か
自
己
負
担
） 

募
集
期
間
　
７
月
２９
日

〜
８
月
１９
日

 

申
込
　
子
育
て
支
援
課（
市
役
所
２
階
）に
あ

る
「
就
業
支
援
講
習
会
受
講
申
込
書
」
に

記
入
し
子
育
て
支
援
課
へ
提
出 

問
合
　
愛
知
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会 

　
　
　
1
０
５
２
ー

９
１
５
ー

８
８
６
２ 

１７ 
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来
て
、見
て
、看
護
学
校
を
体
感
し
て
み
ま
し

ょ
う
。 

日
時
　
７
月
２５
日

、８
月
１
日

、８
日

、

２２
日

 

　
午
後
１
時
３０
分
〜
５
時 

内
容 

学
校
内
見
学
、模
擬
授
業
、看
護
技
術

体
験
、在
校
生
卒
業
生
と
の
懇
談
会
、学
校

生
活
紹
介
（
D
V
D
上
映
）
、入
試
、カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
な
ど
の
説
明 

　
実
習
施
設
の
津
島
市
民
病
院
を
見
学
で
き

ま
す
。 

申
込
　
要
事
前
申
込（
電
話
又
は
F
A
X
） 

問
合
　
市
立
看
護
専
門
学
校
事
務
局 

　
1
２６
ー

４
１
０
１
　
　
２６
ー

４
６
１
０ 

  

日
時
・
場
所
　
毎
月
第
３
火
曜
日 

　
７
月
１９
日
　
市
役
所
４
階
大
会
議
室 

　
８
月
１６
日
　
市
役
所
４
階
中
会
議
室 

　
９
月
２０
日
　
市
役
所
４
階
中
会
議
室 

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

対
象
　
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
ご
家

族 

参
加
費
　
無
料 

申
込
　
電
話
、ま
た
は
直
接
左
記
へ 

問
合
　
高
齢
介
護
課
長
寿
福
祉
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
４
５ 

  

  

日
時
　
８
月
５
日

 

　
　
　
午
後
２
時
３０
分
〜
５
時 

場
所
　
市
民
病
院
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム 

内
容
　
施
設
見
学
と
体
験
、病
院
職
員
と
の

交
流 

対
象
　
小
学
生
以
上（
小
中
学
生
は
保
護
者

同
伴
） 

定
員
　
２０
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
） 

参
加
費
　
無
料 

申
込
　
７
月
１９
日

〜
２５
日

（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
電

話
ま
た
は
直
接
左
記
へ 

問
合
　
市
民
病
院
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
1
２８
ー

５
１
５
１
　
内
線
２
１
１
３ 

     
       

今
日
の
平
和
と
繁
栄
は
、戦
争
で
の
尊
い

犠
牲
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
世
代
が

替
わ
り
薄
れ
つ
つ
あ
る
戦
争
の
記
憶
を
継
承

し
、平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。 

日
時
　
８
月
９
日

 

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

場
所
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル 

内
容
　
平
和
祈
念
式
典
、藤
浪
中
学
校
吹
奏

楽
部
に
よ
る
演
奏
、平
和
を
祈
念
す
る
小

中
学
校
作
品
展
、パ
ネ
ル
展
示
、参
列
者
に

よ
る
献
花 

問
合
　
平
和
祈
念
事
業
実
行
委
員
会（
福
祉

課
福
祉
Ｇ
内
）内
線
２
１
３
１
・
２
１
３
２ 
   

こ
の
運
動
は
、地
域
ぐ
る
み
で
、犯
罪
防
止

に
取
り
組
み
、ま
た
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生

に
力
を
注
ぎ
、明
る
く
住
み
や
す
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。 

講
演
と
映
画
の
つ
ど
い 

日
時
　
７
月
６
日

　
午
後
１
時
３０
分 

場
所
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル 

講
演
　
「
薬
物
は
す
べ
て
を
壊
す
」 

講
師
　
津
島
警
察
署 

　
　
　
生
活
安
全
課
長
　
後
藤
　
幸
夫
氏 

映
画
　
「
二
つ
の
道
」 

※
耳
の
不
自
由
な
方
へ
手
話
通
訳
者
・
要
約

筆
記
者
を
配
置
し
ま
す
。 

主
催
　
津
島
保
護
区
保
護
司
会 

共
催
　
市
更
生
保
護
女
性
会
、市
青
少
年
問

題
協
議
会 

問
合
　
福
祉
課
福
祉
Ｇ
　
内
線
２
１
３
１ 

  
こ
の
操
法
大
会
は
、「
消
防
団
員
の
消
防
技

術
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
り
、消
防
活

動
の
進
歩
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
目
的

に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
錬
磨
さ
れ
た
隊

員
が
素
早
く
確
実
に
ホ
ー
ス
の
延
長
を
行
い
、

放
水
し
て
的
を
射
ぬ
き
ま
す
。 

今
年
、市
の
代
表
と
し
て
出
場
す
る
の
は
、

神
守
分
団（
日
比
分
団
長
外
３５
人
）で
す
。
選

手
と
し
て
出
場
す
る
６
人
は
、正
確
性
・
素
早

さ
・
結
束
力
の
向
上
を
目
指
し
、４
月
か
ら
連

日
、消
防
署
員
の
指
導
の
も
と
、津
島
市
営
球

場
で
練
習
に
励
ん
で
お
り
、大
会
で
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

大
会
に
出
場
す
る
選
手
の
皆
さ
ん（
敬
称
略
） 

指
揮
者
　
牧
野
広
文 

１
番
員
　
後
藤
健
司 

２
番
員
　
前
田
正
和 

３
番
員
　
菅
沼
隆
志 

４
番
員
　
竹
市
義
信 

補
助
員
　
西
井
　
猛 

日
程
　
７
月
３０
日

 

場
所
　
愛
知
県
消
防
学
校（
尾
張
旭
市
） 

問
合
　
消
防
本
部
総
務
課
消
防
団
Ｇ 

　
　
　
1
２３
ー

０
４
１
７ 

               

催
し 

市
立
看
護
専
門
学
校
　
学
校
見
学
会
 

津
島
市
認
知
症
介
護
家
族
交
流
会
 

ふ
れ
あ
い
病
院
探
検
ツ
ア
ー
 

第
６１
回
愛
知
県
消
防
操
法
大
会
 

平
和
の
集
い
 

７
月
１
日

〜
３１
日

第
６６
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
 

講
演
と
映
画
の
つ
ど
い 

ま
き   

の   

ひ
ろ  

ふ
み 

 

ご   

と
う  

た
け   

し 

ま
え   

だ  

ま
さ  

か
ず 

す
が  

ぬ
ま 

た
か   

し 

た
け 

い
ち 

よ
し  

の
ぶ 

に
し
　
い
　
　
　 

た
け
し 
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早
期
教
育
相
談
 

県
立
特
別
支
援
学
校
体
験
入
学
 

市
民
病
院
公
開
講
座
 

第
３
回
親
子
交
流
教
室
 

子
育
て
・
健
康
 

 
 
   

日
時
　
７
月
２０
日

 

・
Ａ
グ
ル
ー
プ
…
午
前
１０
時
〜
１１
時 

・
Ｂ
グ
ル
ー
プ
…
午
前
１１
時
〜
正
午 

場
所
　
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
和
室
） 

内
容
　
親
子
ヨ
ガ 

対
象
　 

・
Ａ
グ
ル
ー
プ
…
６
カ
月
以
上
１
歳
半
未
満

の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
１５
組 

・
Ｂ
グ
ル
ー
プ
…
１
歳
半
以
上
の
未
就
園
児

と
そ
の
保
護
者
１５
組 

申
込
　
７
月
６
日

午
前
９
時
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
左
記
へ 

問
合
　
西
地
区
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
1
２４
ー

０
０
０
５ 

          

日
時
　
８
月
１８
日
〜
９
月
２９
日
の
毎
週
木
曜

日（
全
６
回
祝
日
は
除
く
） 

　
午
前
１０
時
〜
１１
時
１５
分 

場
所
　
東
地
区
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
） 

内
容
　
集
団
遊
び
・
個
別
支
援（
小
集
団
の
中

で
親
子
の
か
か
わ
り
を
深
め
ま
す
） 

講
師
　
臨
床
心
理
士
・
作
業
療
法
士
・
保
健
師
・

保
育
士 

対
象
　
市
内
在
住
の
お
子
さ
ん（
２
歳
か
ら

就
園
ま
で
）と
保
護
者 

定
員
　
６
組（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
） 

申
込
　
７
月
２８
日

よ
り
直
接
左
記
へ 

問
合
　
東
地
区
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
1
２４
ー

１
２
０
１ 

   

子
育
て
で
気
に
な
る
こ
と
の
あ
る
方
、お

子
さ
ん
に
障
が
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
、お

子
さ
ん
の
就
学
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
方
な

ど
に
、早
期
教
育
相
談
を
実
施
し
ま
す
。 

日
程
　
８
月
２３
日

・
２４
日

 

場
所
　
甚
目
寺
公
民
館（
あ
ま
市
甚
目
寺
二

伴
田
） 

　
1
０
５
２
ー

４
４
４
ー

１
６
２
１ 

対
象
　
幼
児(

３
歳
以
上)
か
ら
、平
成
２９
年

度
に
新
１
年
生
と
し
て
入
学
す
る
お
子
さ

ん(

６
歳
ま
で)

と
そ
の
保
護
者
の
方 

申
込
　
７
月
２２
日

ま
で
に
直
接
左
記
へ 

問
合
　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
６
３
・
２
２
６
４ 

   

対
象
　
平
成
２９
年
度
に
小
・
中
学
校
、高
等
学

校
等
入
学
予
定
で
障
が
い
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
の
方 

 

知
的
な
発
達
に
遅
れ
や
情
緒
に
障
が
い
の
あ

る
お
子
さ
ん 

　
佐
織
特
別
支
援
学
校（
愛
西
市
西
川
端
町
） 

　
1
３７
ー

２
０
６
１ 

開
催
日
　 

・
小
学
部 

　
　
９
月
６
日

・
１０
月
６
日

 

・
中
学
部 

　
　
見
学
会
　
９
月
６
日

 

手
足
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん 

　
一
宮
特
別
支
援
学
校（
一
宮
市
杉
山
） 

　
1
０
５
８
６
ー

７８
ー

４
６
３
５ 

開
催
日
　 

・
幼
稚
部
、小
学
部 

　
　
９
月
９
日

・
１０
月
１３
日

 

病
気
で
入
院
し
て
い
る
お
子
さ
ん 

大
府
特
別
支
援
学
校（
大
府
市
森
岡
町
） 

　
1
０
５
６
２
ー

４８
ー

５
３
１
１ 

開
催
日
　 

・
小
学
部
、中
学
部
、高
等
部  

　
　
７
月
１２
日

・
１０
月
６
日

 

申
込
・
問
合
　
体
験
入
学
希
望
先
の
学
校
に

直
接
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
各
学
校
で
は
、体
験
入
学
以
外
の
日
に
も

随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

    

日
時
　
７
月
４
日

　
午
後
２
時
〜
３
時 

場
所
　
市
民
病
院
２
階
講
義
室 

内
容
　
よ
く
聞
く
目
の
病
気
、「
白
内
障
と

緑
内
障
」
。
原
因
や
症
状
、治
療
を
理
解
し

て
早
期
発
見
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。 

講
師
　
市
民
病
院
視
能
訓
練
士 

申
込
・
参
加
費
　
不
要 

  

日
時
　
７
月
１９
日

　
午
後
２
時
〜
３
時 

場
所
　
市
民
病
院
２
階
講
義
室 

内
容
　
口
か
ら
食
べ
る
大
切
さ
を
知
り
、い
つ

ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
の
体
操
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。 

講
師
　
市
民
病
院
看
護
師
（
摂
食
・
嚥
下
障

害
看
護
認
定
看
護
師
） 

申
込
・
参
加
費
　
不
要 

 

問
合
　
市
民
病
院
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
1
２８
ー

５
１
５
１
　
内
線
２
１
１
３ 

    

日
時
　
７
月
２１
日

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時 

場
所
　
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
市
内
在
住
の
方 

内
容
　
い
つ
ま
で
も
健
康
で
豊
か
な
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、生
活
習
慣
病
予
防
と
禁
煙

の
重
要
性
に
つ
い
て
医
師
が
わ
か
り
や
す

く
お
話
し
ま
す
。 

講
師
　
井
田 

徳
彦
氏（
井
田
医
院 

院
長
） 

定
員
　
７０
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
） 

受
講
料
　
無
料 

持
ち
物
　
健
康
手
帳 

申
込
　
７
月
１４
日

ま
で
に
左
記
へ 

問
合
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
1
２３
ー

１
５
５
１ 

 

白
内
障
と
緑
内
障
に
つ
い
て 

口
か
ら
食
べ
る
大
切
さ
を
知
ろ
う
！ 

タ
バ
コ
と
生
活
習
慣
病
の
関
係
っ
て
？ 

健
康
講
座
 

第
２
回
親
子
あ
そ
び
講
座
 

え
ん    

げ 

１９ 
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対
象
・
接
種
方
法 

１
期
…
生
後
６
月
か
ら
９０
月
に
至
る
ま
で（
標

準
的
に
は
３
歳
か
ら
） 

・
初
回
接
種
…
６
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て

２
回（
標
準
的
に
は
６
日
〜
２８
日
の
間
隔
） 

・
追
加
接
種
…
初
回
接
種
終
了
後
６
月
以
上

の
間
隔
を
お
い
て
１
回
（
標
準
的
に
は
お

お
む
ね
１
年
後
） 

２
期
…
９
歳
以
上
１３
歳
未
満 

　
１
期
接
種
を
終
え
た
９
歳
以
上
で
１
回 

※
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
１９
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
方
は
、２０
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま

で
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
母

子
健
康
手
帳
を
ご
確
認
の
上
、不
足
分
の

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

※
平
成
１９
年
４
月
２
日
〜
２１
年
１０
月
１
日
生

ま
れ
の
方
で
、１
期（
３
回
）の
接
種
を
完

了
し
て
い
な
い
場
合
、９
歳
以
上
１３
歳
未

満
の
間
に
１
期
不
足
分
の
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
母
子
健
康
手
帳
を
ご

確
認
の
上
、不
足
分
の
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。 

そ
の
他
　 

次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

・
津
島
市
が
配
布
し
た
予
診
票
を
お
持
ち
で

な
い
方 

・
ア
レ
ル
ギ
ー
や
重
い
疾
患
が
あ
る
方 

問
合
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
1
２３
ー

１
５
５
１ 

   

       

開
催
曜
日
・
時
間
等
　
下
表
の
と
お
り
　 

場
所
　
総
合
プ
ー
ル（
屋
内
プ
ー
ル
） 

対
象
　
小
学
生（
初
心
者
） 

定
員
　
各
教
室
３０
人 

仮
受
付
　
７
月
１５
日

〜
２２
日

の
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時（
た
だ
し
、７
月
２２
日

は
正
午
ま
で
）に
錬
成
館
へ
。 

※
月
曜
休
館
日
。た
だ
し
、７
月
１８
日（
月
・
祝
）

は
受
付
し
ま
す
。 

抽
選
　
定
員
を
超
え
た
場
合
、７
月
２２
日

午
後
２
時
か
ら
錬
成
館
で
抽
選
。
終
了
後

結
果
を
掲
示
し
ま
す
。 

受
付
　
抽
選
終
了
後
、７
月
２９
日

午
後
５

時
ま
で
に
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い（
月

曜
日
は
除
く
）。 

　
定
員
に
満
た
な
い
水
泳
教
室
は
、順
次
受

付
け
ま
す
。 

そ
の
他 

　
受
講
料
と
は
別
に
保
険
料
８
０
０
円（
年

度
内
有
効
）と
毎
回
プ
ー
ル
入
場
料
が
必

要
で
す
。 

問
合
　
錬
成
館
1
２４
ー

８
０
０
１ 

　
　
　
総
合
プ
ー
ル
1
２８
ー

２
５
５
６ 

                

日
時
　
８
月
２１
日

　
午
後
１
時
３０
分 

場
所
　
錬
成
館
遠
的
弓
道
場 

参
加
資
格
　
中
学
生
以
下 

試
合
方
法
　
相
撲
教
室
の
後
、勝
ち
抜
き
戦

お
よ
び
学
年
別(

幼
児
の
部
あ
り)

個
人
戦

を
実
施 

申
込
　
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、８
月
１２
日

ま
で
に
郵
送
、ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
問
い
合
わ
せ
先
へ 

※
申
込
書
は
市
内
小
中
学
校
お
よ
び
錬
成
館

に
あ
り
ま
す
。 

主
催
　
市
体
育
協
会
相
撲
部 

後
援
　
市
教
育
委
員
会
ほ
か 

問
合
　
市
体
育
協
会
相
撲
部
事
務
局 

　
松
永
裕
和
あ
て 

　
〒
４
９
６
ー

０
０
０
４ 

　
津
島
市
蛭
間
町
西
屋
敷
１
１
３
２ 

　
1
・
　
２８
ー

１
３
１
８ 

       （
優
勝
者
、敬
称
略
） 

相
撲
の
部
　
参
加
者
１
４
２
人 

小
学
生
の
部 

１
年
の
部
　
山
田
透
史（
神
島
田
小
） 

２
年
の
部
　
足
立
喜
一
朗（
西
小
） 

３
年
の
部
　
黒
田
栄
斗（
西
小
） 

４
年
の
部
　
中
島
怜
夢（
南
小
） 

５
年
の
部
　
野
嶋
陸
斗（
神
島
田
小
） 

６
年
の
部
　
水
野
吏
温（
西
小
） 

中
学
生
の
部 

神
守
Ａ 

 

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
 

ス
ポ
ー
ツ
 

総
合
プ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

水
泳
教
室
第
２
期
生
募
集
 

納
涼
相
撲
大
会
 

曜日 
コース 時　　間 期　　間 回数 受講料 

火 

午後４時３０分 
～６時 

８月１６日～ 
１０月４日 

水 ８月１７日～ 
１０月５日 

木 ８月１８日～ 
１０月６日 

金 ８月１９日～ 
１０月７日 

８回 ２,１００円 

５
月
２１
日

錬
成
館 

第
３９
回
学
童
相
撲
大
会
兼
 

第
３７
回
錬
成
大
会
 

成

績

発

表

 

     

左
記
の
日
程
に
つ
い
て
は
、屋
外
プ
ー
ル
の

ご
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。 

・
７
月
３
日

津
島
・
海
部
地
区
小
中
学
生

水
泳
競
技
大
会
の
た
め 

・
７
月
９
日

（
予
備
日
１０
日

）海
部
地
区

中
学
校
総
合
体
育
大
会
の
た
め 

・
７
月
２２
日

（
予
備
日
２３
日

）西
尾
張
水

泳
大
会
の
た
め 

・
８
月
７
日

（
予
備
日
１４
日

）津
島
市
民

総
合
体
育
大
会
の
た
め（
午
前
中
の
み
） 

問
合
　
総
合
プ
ー
ル
　
1
２８
ー

２
５
５
６ 

や
ま   

だ  

と
う    

じ 

あ     

だ
ち  

き   

い
ち  

ろ
う 

く
ろ   

だ   

え
い  

と 

な
か 

し
ま    

れ   

ん 

 

の   

じ
ま  

り
く  

と 

み
ず   

の    

り    

お 

「市政のひろば」つしま2016.7２０ 
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津島警察署からの 
お知らせ 
第１８回 

津島警察署 
1２４-０１１０ 

「
ち
か
ん
に
注
意
！
」
 

　
　
あ
な
た
も
狙
わ
れ
て
い
ま
す
 

 

行事名 

ハイハイ広場 ７月１５日 、２０日 午前１０時３０分～ 
１１時１５分 

なし 無料 なし 身長・体重計測と 
ふれあい遊び 

０歳児親子※１ 当日受付 

開催日 時間 対象 受付期間 定員 内容 参加費 持ち物 

７月２２日 午前１１時～１１時３０分 なし 無料 なし 手形と親子遊び ７月生まれの 
未就園児親子 

７月１日 ～ 
２０日

７月生まれ 
お誕生日会 

お母さんのリラックス法と 
ふれあい遊び ベビーマッサージ ７月１９日

午前１０時３０分～ 
１１時３０分 １０組 ５００円 

バスタオル 
水分補給できるもの ０歳児親子※２ ７月８日 ～ 

○開館時間：午前９時３０分～午後５時（水曜日午後と木曜日・祝日の休館日を除く）。○児童館に貴重品を持ってこないようにしましょう。    
○定員のあるイベントの受付は、電話または直接児童館まで(定員になり次第受付終了)。※１ 生後１カ月健診後～満１歳ごろ　※２ 生後４カ月頃～満１歳ごろ   

７月２５日 ～２９日 午前１０時～１１時３０分 なし 無料 館庭にビニール 
プールを用意します 

未就園児親子 水あそび 当日受付 
タオル 
着替え 

おばけやしき ７月３０・３１日（土・日）
午前１０時～正午 
午後１時～３時 なし 無料 なし ボランティアサークル若竹 

主催のおばけやしき どなたでも 当日受付 

７月２３日 午後２時～３時 なし 無料 卓球 
（人数により、内容変更あり） 

中学生 
高校生 スポーツあそび 当日受付 

お茶、タオル、 
上靴 

   

暑
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
服
装
が
軽

装
に
な
る
と
、女
性
が
ち
か
ん
な
ど
の
被
害
に

遭
う
お
そ
れ
が
多
く
な
り
ま
す
。 

被
害
は
、通
勤
・
通
学
、帰
宅
途
中
な
ど
み

な
さ
ん
の
身
近
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
普
段
の

生
活
の
中
で
、ほ
ん
の
少
し
注
意
し
、「
も
し

か
し
た
ら
自
分
も
被
害
に
遭
う
か
も
し
れ
な

い
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
で
被
害
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
・・・ 

◎
帰
宅
時
は
、で
き
る
だ
け
人
通
り
の
多
い
明

る
い
道
を
通
り
ま
し
ょ
う
。 

◎
音
楽
や
電
話
を
か
け
な
が
ら
と
い
っ
た
「
な

が
ら
歩
き
」
を
や
め
、常
に
周
り
を
警
戒
し

て
歩
き
ま
し
ょ
う
。 

    

夏
本
番
を
迎
え
、行
楽
の
た
め
に
自
動
車

を
運
転
す
る
機
会
が
増
え
る
ほ
か
、暑
さ
や
、

レ
ジ
ャ
ー
の
疲
れ
か
ら
運
転
者
の
注
意
力
が

散
漫
に
な
り
が
ち
で
す
。 

ま
た
、夏
休
み
を
控
え
て
屋
外
で
遊
ぶ
子

供
た
ち
や
、夕
涼
み
な
ど
で
外
出
す
る
高
齢

者
も
増
え
る
た
め
、交
通
事
故
に
巻
き
込
ま

れ
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、夏
特
有
の
解
放
感
や
各
種
の
祭

礼
な
ど
で
飲
酒
の
機
会
も
増
え
、飲
酒
運
転

に
よ
る
交
通
事
故
も
心
配
さ
れ
ま
す
。 

そ
こ
で
７
月
１１
日
か
ら
７
月
２０
日
ま
で
の

１０
日
間
、夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を
県
民

総
ぐ
る
み
で
展
開
し
、交
通
事
故
の
防
止
を

図
り
ま
す
。 
 

・
子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら

守
ろ
う 

・
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ

う 

・
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う 

７
月
１１
日

〜
２０
日

「
夏
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
 

実
施
さ
れ
ま
す
！
 

高齢者が犠牲となる交通
事故が増加しています。 
ドライバーの皆さん！高齢
者を｢やさしい視線｣で見
守り、起こりうる危険を予
測した｢かもしれない運転｣
を心がけてください！！ 

鮭の焼き南蛮漬け　糸昆布と厚揚げの煮物 
野菜スープ　抹茶入り寒天 

今月のバランス献立 今月のバランス献立 

※市役所１階市民情報サロン・保健センター２階・ヨシヅヤ情報コーナーにレシピがあります。また市公式ホームページにも掲載しています。 

１人分　５６０kcal　塩分２.８ｇ 

 

作り方 
①生鮭は一口大に切って塩をふり、少しおいて
小麦粉をまぶす。 
②玉ねぎは薄切り、きゅうりはたて半分に切り斜
めに薄切り、パプリカと生姜は千切り、赤唐辛
子は半分に切り種をとる。 
③バットにつけ汁の材料を合わせ②を加える。 
④フライパンに油を熱し、①の両面を焼き、火が
通ったら熱いうちに③に加え味をなじませる。 

鮭の焼き南蛮漬け 
材料（２人分） 
生鮭２切れ、塩少々、小麦粉大さじ１、
サラダ油小さじ２、玉ねぎ１/４個、き
ゅうり１/２本、パプリカ１/４個、生姜
１/２片、Ａ（砂糖小さじ２、酢大さじ２、
しょう油小さじ２、塩少々、水大さじ
１、赤唐辛子少々） 

２１ 「市政のひろば」つしま2016.7

市役所　124-1111津島警察署からのお知らせ、今月のバランス献立、中央児童館 

もし被害に遭ってしまっても 
一人で抱え込まないで… 

 
ハートフルライン 
(こころの悩み相談) 
1０５２-９５４-８８９７ 

レディース・ホットライン 
（性犯罪被害相談） 
1０１２０-６７-７８３０ 

ふれあいコール 
（列車内の痴漢被害相談） 

1０５２-５６１-０１８４ 

ハートフルステーション・あいち 
（性犯罪被害者のための 
サポートセンター） 
1０５７０-０６４-８１０ 



M Y  K A R T E

糖尿病に伴う網膜の変化を糖尿病網膜症といいます。
糖尿病の３大合併症（糖尿病腎症、糖尿病神経症、糖尿
病網膜症）の１つとして有名ですが、眼科では中途失明
疾患の原因の第２位として重要な疾患です。 
糖尿病網膜症の病期には、【単純網膜症】、【増殖『前』
網膜症】、【増殖網膜症】があり、この順番に進行してい
きます。 
 
＜糖尿病の症状＞ 
【単純網膜症】 
糖尿病で血糖の高い状態が続くと、網膜の血管の壁
の一部が弱くなって、コブのように膨れ上がったり（毛
細血管瘤（りゅう））、血管が破れて小さい出血を起こし
たり（点状出血）、出血や浮腫が吸収されたあとが白い
点となって残ったり（硬性白斑）といった症状がみられ
るようになります。このような初期の段階であれば、糖
尿病のコントロールをしっかり保つことでこれらの変化
は消失する可能性があります。 
 

【増殖『前』網膜症】 
糖尿病が悪いまま放置され、網膜症がある程度進行

すると、網膜の細い血管がつまり始め（毛細血管床閉塞）、
網膜は酸素不足になり、ＳＯＳを発するようになります。
その結果、綿ぼこりのようなむくみ（軟性白斑）が現れ
てきます。 
 

【増殖網膜症】 
さらに症状が進むと、酸素不足を補うために眼は突
貫工事で新しい血管（新生血管）を作って対処しようと
しますが、新生血管は非常にもろいため、後に失明につ
ながるような大出血を引き起こしてしまう可能性があ
ります。また、新生血管を足場に蜘蛛の巣のような悪い
膜（増殖膜）ができ、その膜が網膜を引っ張ることによ
り網膜剥離を引き起こすことがあります。 
 
 
 
 
 
 

＜糖尿病の治療＞ 
網膜症が増殖前網膜症や増殖網膜症に進行すると、

血糖コントロールに加えて積極的な眼科的治療が必要
となります。 
眼科の治療にはレーザー光線による【光凝固療法】

と【硝子体手術】になります。 
 

【光凝固療法】 
酸素不足になって網膜を視力に大切な中心部分を

除いて、レーザーで焼きつけて網膜を間引き、酸素不
足を解消する治療です。すでにある新生血管も枯れて
細くなり、大出血を起こす危険性が低くなります。 
 

【硝子体手術】 
すでに眼球内に大出血を起こしていたり、増殖膜が
網膜を引っ張り、網膜剥離を起こしている場合には、出
血や増殖膜を取り除く硝子体手術が必要になります。 
 

＜最後に＞ 
糖尿病網膜症は自覚症状が出にくい病気です。糖尿

病網膜症もほかの病気と同じで早期発見、早期治療が
大切です。血糖コントロールをしっかり行うことはもち
ろんのこと、定期的に最低でも１年に１～２回の眼科検
査を受けてほしいと思います。 
 

No３ ３ ９ 

糖尿病網膜症 

津
島
市
民
病
院 

眼
科
主
任
医
長
　
竹
内
紀
一
朗 

私 の カ ル テ 

「市政のひろば」つしま2016.7２２ 

 



の母子健康診査、BCG予防接種、教室のお知らせ ８月 
持ち物 定員 対象 受付時間（開催時間） 日 種別 

看護師・保健師・管理栄養士が担当します ★あなたの健康づくりを応援します 
健康ホットライン 
1２７－１０２１（相談専用です） 

月～金（祝日は除く） 
午前９時３０分～１１時 

７月１５日 、８月２６日  
※要予約 
※上記以外の日程でも 
　相談可能 

ご自身や家族の健康について、また、育児に関する
ことを専用電話で、保健師が相談をお受けします。 

健康相談 月～金（祝日は除く） 
午前９時～午後５時 
※要予約 
　電話相談可 

生活習慣病など健康に関すること。 
血圧・尿・体脂肪・喫煙度チェックもできます。 

こころの健康相談 こころの不調への早期対応、予防に関すること。 

家庭訪問 ご家庭に訪問して、相談をお受けします。 

栄養相談 食生活に関する相談を管理栄養士がお受けします。 

場所・予約・問い合わせは保健センター 

くすり安心電話 
津島海部薬剤師会
会員が、緊急時の薬
の相談に応じます。 
 
午後９時～翌日午前
９時 
 
1０９０-２１３６-３８５８ 

HAPPY 
マタニティ(育児編） ２１

午前９時４５分～１０時 
(午前１０時～１１時４０分)

妊娠中の方とその家族 
内容：赤ちゃんの生活や特徴についての講話、 
お父さん向けに赤ちゃんのお世話の実習、 
お母さん向けにストレッチの実技 

４０人 
予約制 

母子健康手帳 
※動きやすい服装で 
ご参加ください 

２歳児歯科 
健康診査　 ４ 午後１時～１時４５分 平成２６年８月生のお子さん 

（３歳未満まで受診可） 
４０人 
予約制 

母子健康手帳、問診票 
タオル 
仕上げ磨き用歯ブラシ 

―― ＢＣＧ 
予防接種 ２ 午後１時２０分～２時 生後１歳に至るまでのお子さん 

＊対象者に個別通知をします 
母子健康手帳 
BCG予診票 

―― ４カ月児 
健康診査 

３

２４
午後１時～２時３０分 
（指定された時間） 

生後４カ月を過ぎたお子さん 
※対象者に個別通知をします 
（１歳未満まで受診可） 

母子健康手帳 
問診票 

―― 
１９

２６
３歳児 
健康診査 午後１時～１時４５分 

平成２５年８月生のお子さん 
※対象者に個別通知をします 
（４歳未満まで受診可） 

母子健康手帳 
問診票 
視力･聴力アンケート 

―― １歳６カ月児 
健康診査 午後１時～１時４５分 

平成２７年１月生のお子さん 
※対象者に個別通知をします 
（２歳未満まで受診可） 

母子健康手帳 
問診票 

１８

２５

離乳食 
後期 １７ 午前９時４５分～１０時 

(午前１０時～１１時)

教室開催月に９～１２カ月頃になるお子さんをもつ保護者 
内容：離乳食後期から完了期のお話と試食など 
（１１時から個別相談もできます） 

２０人 
予約制 母子健康手帳 

☆健康診査はすべて１～２時間程度かかります。乳幼児健康診査を受けていない方は、保健センターの保健師がご家庭を訪問します。      

☆３歳児健康診査では当日会場で尿検査を実施します。      

☆麻しん（はしか）、風しん（三日ばしか）、水痘（水ぼうそう）、流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）、インフルエンザ、とびひ等にかかっている方は、

医師の許可が出てからお越しください。      

☆予約制の場合は、定員になり次第締め切らせていただきます。      

☆暴風警報等が、愛知県西部地方に発令された場合は実施できないことがありますので、保健センターにお問い合わせください。     
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財源確保のため有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。 

神島田小学校　６年 
金丸　颯 さん 

将来の夢はパティシエ 

一年生の運動会で、初めて金管バンド
部のマーチング演奏を観ました。ぴった
りとそろった動きや演奏に、「かっこいい。
私も入りたい。」と強く思いました。四
年生になって、あこがれ続けた金管バン
ド部にやっと入ることができました。トラ
ンペットをまっすぐ構え、音楽の拍数に
合わせて足を上げて動くことは、思って
いた以上に大変でした。苦労している時、
上級生の子が「一緒にやろう。」とさそ
ってくれて、暑い中、一緒に練習をくり返

しました。そのおかげで、運動会当日に
はみんなの動きや演奏がそろい、とても
気持ちよく、私の顔が自然に笑顔になっ
ていました。上級生に助けられ、努力す
ることの大切さと仲間と一つのものを
作り上げる喜びを味わうことができました。
この二年間、練習に励んだ時間は、私を
強くしてくれました。六年生になった今年、
最後の演奏を精いっぱいがんばります。
そして、私も下級生の子にやさしく教え、
一緒に演奏を楽しみたいです。 

市立図書館  
２５‐２１４５  

――――― 　 　 ――――― ――――― 　 　 ――――― 

皆さんと本との出会いを求めて、  
新着の図書をご紹介します。  

※毎月第４火曜日は、館内整理のため、分室（生涯学習センター、神島田公民館）もお休みします。 
　ご自宅から図書館ホームページで蔵書検索ができますので、ご利用ください。 
　津島駅構内（津島総合案内所）に「図書返却ポスト」を設置していますので、ご利用ください。 

児童書 一般書 

［ 　 ７月の休館日 　 ］ 

『からかさにざえもん』 最上一平 文 国松エリカ 絵 文研出版 
 

２３日 (尾張津島天王祭のため臨時休館) 

２６日  
 

『図解絵本工事現場』 モリナガヨウ 作・絵 ポプラ社 
 

『日本史有名人の身体測定』 
　篠田達明 著 
ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

『城のつくり方図典 改訂新版』 三浦正幸 著 小学館 
 

『買い物の九割は失敗です』 岸本葉子 著 双葉社 
 

『まかしとき！』 
くすのき しげのり　作 
のしさやか　絵 
フレーベル館 

 

ななみちゃんはまだお家のお手
伝いをしたことがない小学生。い
つもはお母さんお父さん、おばあ
ちゃんがしてくれています。そん
なある日、おばあちゃんがけがを
してしまいました。ななみちゃん
はここぞとばかりに「まかしとき！」
とお手伝いを始めるのです。はた
してうまくいくでしょうか。 
もうすぐお姉さんになるななみ
ちゃん。家族のために何かしたい
という思いやりが関西弁で温かく
表現されています。 

今と昔、日本人はどのくらい体
格差があったのでしょうか。この
本は日本の歴史上有名な人物を、
身長、体型、持病等の身体的特徴
から紐解いた内容になっています。 
豊臣秀吉は現在の１０歳児童の

平均身長である１４０センチとかな
りの小柄であった事や、江戸後期
の見世物力士、大空武左衛門は身
長２３６センチと圧倒的な巨体だっ
た事など今まで知らなかった真実
の人物像に驚かされます。身体測
定から見る偉人は、想像していた
姿とは全く違うかも知れませんね。 

あこがれの金管バンド部 

かな まる          そう 

「市政のひろば」つしま2016.7２４ 

市役所　124-1111子どもの目、ほんのひととき 

 



　月…　　  件（　　   件） 
（ ）内は平成２８年中の累計 

　月………　  件（　   件） 
（ ）内は平成２８年中の累計 

事故発生件数 …　   件（　   件） 

うち死亡者 ………  　人（　   人） 

犯罪発生件数 …  　 件  

（ ）内は平成２８年中の累計 

総人口…　　　 人（   　   ） 

　男……　　　 人（   　   ） 

　女……　　　 人（   　   ） 

世帯数…　　　 世帯（  　   ） 

６月１日現在、（　）内は前月比 

無料 須成祭パネル展 
蟹江町歴史民俗 
資料館 
1０５６７-９５-３８１２ 

７月１５日 ～８月２１日  
午前９時～午後５時 
※毎週月曜日休館 

蟹江町産業文化会館 
1階　町民ギャラリー 

無料 
ストーン 
ペインティング教室 

弥富野鳥園 
1０５６７-６８-２３３８ 

７月２３日 ・２４日  
午後１時３０分～ 

弥富野鳥園 

３,５００円 
七宝焼体験教室特別企画 
「ガラス胎七宝」 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
1０５２-４４３-７５８８ 

７月１０日 ・１２日 ・ 
１４日 ～１６日
午前９時３０分～１１時３０分 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
交流工房 

無料 蓮見の会 愛西市観光協会 
1０５６７-５５-９９９３ 

７月９日 ・１０日
午前８時～午後１時 

森川花はす田 
（愛西市森川町） 

小中学生  １００円 
高校生以上３１０円 

企画展 
「現代七宝あれこれ」 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
1０５２-４４３-７５８８ 

７月３０日 ～９月４日  
午前９時～午後５時 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
企画展示室 

無料 須成祭 
蟹江町観光協会 
（蟹江町役場ふるさと振興課内） 
1０５６７-９５-１１１１ 

宵祭 ８月６日  
朝祭 ８月７日

龍照院周辺 
（蟹江町大字 
須成字門屋敷上） 

無料 みんなであそぼう 
～ウォーターガンバトル～ 

海南こどもの国 
1０５６７-５２-１５１５ 

７月９日 ・１０日  
午前１０時３０分～午後３時 

海南こどもの国 
中央広場 

プール入場料 
(大人４５０円、 

中学生以下２００円)
プールチャレンジ５ 

海南こどもの国 
1０５６７-５２-１５１５ 

７月１６日 ～８月３１日  
午前１０時３０分～午後３時 

海南こどもの国 
プール 

プール入場料 
(大人４５０円、 

中学生以下２００円)

みんなであそぼう 
～プールでゲーム～ 

海南こどもの国 
1０５６７-５２-１５１５ 

７月１７日 ・２４日 ・ 
３１日  
午前１０時３０分～午後３時 

海南こどもの国 
プール 

大 あなた出番です　華スペシャル 
７月３１日
午前９時４０分 無料 

小柳 
1０５６７-２６-６０５７ 

大 ビクター吟友会全国決勝大会 
７月１７日
午前９時３０分 無料 山川 

1０５２-４６１-２００８ 

大 輝け！歌のフェスティバル 
西川 
1０９０-５４５４-７２５０ 

７月１８日（月・祝）
午前９時１０分 

無料 

大 水野幸代ダンスリサイタル２０１６ 
夏を楽しむ 

８月６日
午後１時３０分 無料 

水野 
1０９０-２６１０-９７２８ 

小 Ｌｉｔｔｌｅ Ｃｏｎｃｅｒｔ ２０１６ 
大宮 
1０５６７-２４-３３８０ 

７月３１日
午後１時 

無料 

５ ＋２ 

＋７ 

ー５ 

＋１７ 

６３,９０５ 

３１,５１５ 

３２,３９０ 

２５，８２５ 

市内の 
交通事故・ 
犯罪 
［５月］ 

人口と 
世帯 
（外国人を含む） 
 

市内の 
火災 

救急車の 
出動件数 

津島データファイル 

５ 

９ １ 

１,１６０ ２３７ 

２７ 

０ 

５９ 

１２２ 

０ 
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※開催時間、休館日、 
事業の詳細な内容は、 
問い合わせ先にお尋ね 
ください。 

津島市市長公室 

企画政策課 

1０５６７‐２４‐１１１１ 

となり街 
お出かけ 
情報 

問　合 場　所 日　 時 名　 称 料　金 

問　合 日　時 催　し 入場料 ホール 

文化会館 
催しガイド 

（６月１日現在） 

※掲載している催し物の 

　名称などは予定です。 



問　合 場　所 日　時 相　　談　　名 

談 相 民 市 月 ７ 
※相談員の都合により相談を休むことがありますので、当日、電話でご確認ください。翌月7日分まで掲載。 
※法律相談は、受付件数が限られていますので、ご希望の日時に相談できない場合があります。 
※年金相談は、受付件数が限られています（番号札は、当日午前８時３０分より配付）。 

保険年金課 医療･年金Ｇ 
内線２１２１ 市役所１階相談室 年金相談 

６、２０日、８月３日 
午前１０時～午後３時 

総務課 庶務Ｇ 
内線２３５１ 

市役所１階相談室 法律相談（要予約） １２日　午後１時～４時 

産業振興課 農政・消費生活Ｇ 
内線２４５３ 市役所１階相談室 消費生活相談 

１、１３、１５、２７日、８月５日 
午後１時３０分～４時３０分 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 行政相談 

１日、８月５日 
午前１０時～正午 1２４‐３４５６　相談日のみ 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 内職相談 

７、１４、２１、２８日、８月４日 
午前１０時～正午、午後１時～３時 1２４‐３４５６　相談日のみ 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 心配ごと相談 

８、２２日　午前９時～正午 
受付は終了時間の1時間前まで 

1２４‐３４５６　相談日のみ 
1２５‐８４１１　社会福祉協議会 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 法律相談（要予約） 

５、１９日、８月２日 
午後１時～４時 

1２４‐３４５６　相談日のみ 
1２５‐８４１１　社会福祉協議会 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 結婚相談 

４、７、１１、１４、２１、２５、２８日、 
８月１、４日　午前１０時～正午 
受付は終了時間の1時間前まで 

1２４‐３４５６　相談日のみ 
1２５‐８４１１　社会福祉協議会 

老人福祉センター 高齢者の健康相談 
５、１２、１９、２６日、８月２日 
午後１時～３時　 1２８‐７５６１ 

神島田祖父母の家 高齢者の健康相談 
６、１３、２０、２７日 
午後１時～３時 1３２‐２１５１ 

総合保健福祉センター 
３階家庭児童相談室 家庭児童相談 

月曜日～金曜日（祝日は除く） 
午前８時３０分～午後５時１５分 1２４‐０３５０ 

公益社団法人認知症の人と 
家族の会・愛知県支部 認知症介護相談 

月曜日～金曜日（祝日は除く） 
午前１０時～午後４時 1０５６２‐３１-１９１１（電話相談） 

税や料金の納付には便利な口座振替をご利用ください 
水道料金をはじめ、市に対するお支払いの多くにご利用いただけます。取扱金融機関の窓口にてお申し込みください。 
取扱金融機関 
いちい信用金庫、三菱東京UFJ銀行、大垣共立銀行、十六銀行、三重銀行、愛知銀行、名古屋銀行、中京銀行、東海労働金庫、海部東農業協同組合、あいち海部農業
協同組合、ゆうちょ銀行（郵便局） 

固定資産税･都市計画税…第２期　　国民健康保険税…第３期 
介護保険料…第４期　　市営・改良住宅家賃､住宅新築資金等償還金､ 
保育所保護者負担金…７月分　　後期高齢者医療保険料…第1期 

納期限　平成２８年８月１日今月の市税や料金など 

津島商工会議所相談室 相続･登記相談（要予約） 
※ただし、相続税は除く 

６、２０日、８月３日 
午後１時～３時 

1２８‐２８００ 
津島商工会議所 

勤労者安心ネット 
ワークセンター 

労働者特別相談・ 
勤労者金融相談 

月曜日～金曜日（祝日は除く） 
午前１０時～正午、午後１時～４時 

1０１２０‐８１‐１５０５ 
（電話相談） 

市 県 民 税  

固定資産税・都市計画税 

国民健康保険税 

１０　月 

第　３　期 

ー  

第　６　期 

９　月 

ー  

ー  

第　５　期 

８　月 

第　２　期 

ー  

第　４　期 

ファミリー・サポート会員の登録、事業説明のため移動事務所を開設します。 

日時　西地区子育て支援センター　日時　７月２８日 　午後１１時～正午 

問合　ファミリー・サポート・センター　1５５-７７０８ 

ファミリー・サポート・センター移動事務所開設のお知らせ 
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ごみゼロ社会の実現に向けた取り組みの一環とし
て、津島市美化活動デーが開催されました。 
子どもたちも、大きなボランティア袋を片手に地
域の人たちと一緒に頑張りました。 
美化活動デーは、年に２回、春と秋に行われ、年々
参加団体および参加人数も増加しています。 
今回は、９１団体３,２１８人で行われ、可燃ごみ３,６４０
キログラム、不燃ごみ８００キログラムを収集しました。 
秋のごみゼロ運動は、１１月に開催予定です。 

１６・５・２１  
市内全域 ごみゼロ運動 

国の重要文化財に指定されている堀田家住宅で、「ち
りめん細工展」が６日間限定で開かれました。 
花や動物、こいのぼりやつるし飾りなど、約４００点
のかわいらしい作品が並びました。 
ちりめん細工は江戸時代から受け継がれている伝
統的な手芸で、着物の残り布や古布を利用して作ら
れています。現代では出せない色や風合いに、訪れ
た人々は感心するばかりでした。 

１６・５・２４日 ～ 
５・２９日独特の風合いを楽しんで 

津島駅西地域（歴史・文化ゾーン）にある地域資源
や小路を楽しく巡るマップを策定するため、「小路め
ぐりマップ策定部第１回ワークショップ」を開催しました。 
この日は、約７０人が参加。小路めぐりツアーのタイ

トルやおすすめスポットについて、１０組に分かれてグ
ループワークをし、約３００件のスポットアイデア（楽し
み方、面白い題材など）が出ました。 
第２回ワークショップは、７月３０日 午後２時～４時

に津島神社参集所で開催しますのでぜひご参加くだ
さい。 

市立南小学校の体育館、運動場、学校周辺で、交
通安全教室が行われました。 
体育館では交通安全ビデオ鑑賞、学校周辺では歩
行訓練を行いました。運動場では模擬信号機を設置
し、自転車での横断歩道の渡り方などを学びました。 
これから、待ちに待った夏休みがやってきます。交
通ルールを守って、安全に楽しく過ごしましょう。 

１６・５・３１  
市立南小学校 

右見て、左見て 
１６・５・２８  
津島市文化会館 

小路めぐりマップ策定部 
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「市政のひろば」にご自身の写真が載っている場合、お申し出いただければ差し上げます。 
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